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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

１ 誰もがいきいきと、健やかに暮らせるまち （決算）26,630 千円 

１ 青葉区健康長寿のまちづくり支援事業＜拡充＞ 福祉保健課 

予 算 5,162,000円 

決 算 2,252,193円 

差 引 2,909,807円 

区民の皆様が「あおばに住んで、健康、長生き！」を実感でき

るよう、青葉区の特徴を生かした、区民の皆様が身近なところで

気軽に実践できる健康づくりの取組「あおば健康スタイル」を展

開します。「運動」「食生活」「健康チェック」の３つの視点か

ら健康増進の取組を推進します。 

また、災害時における健康保健対策について、区民の皆様に普

及啓発を行います。 

(1) 健康フェスティバル（事業費：1,300）

保健・衛生関係団体を中心とする諸団体の参加による啓発

イベントを区民まつりの一環として開催します。 

・実施時期：11 月３日（火・祝）

(2) 健康づくり推進事業（事業費：534）

気軽に実践できる健康づくりの取組を紹介したパンフレッ

ト「あおば健康スタイルブック」を活用し、青葉区の特徴を

生かした健康づくりの取組を発信します。

・発行部数：6,000 部

(3) ウォーキング普及啓発事業（事業費：1,287）

保健活動推進員と連携し、ウォーキングを推進します。

ア 地域での活動の企画・運営支援

（ア）保健活動推進員向け研修

・研修会：１回

（イ）各地区での活動の企画・運営支援 

・ウォーキング部会における知識・技術の共有

イ 区民向け情報提供ウォーキングマップ「毎日歩こう！

ウォーキング青葉」の改訂・コース増設

・既存コース（17 コース）：７月～12 月

・増設コース（５コース予定）：10 月～３月

(1) 健康フェスティバル

★中止

(2) あおば健康スタイルブック

・増刷時期：３月

・部数：2,000 部

(3) ウォーキング普及啓発事業

ア 地域での活動の企画・運営

支援

（ア）保健活動推進員向け研修 

★中止

（イ）地域での活動の企画・

運営支援（随時） 

イ ウォーキングマップの改

定・コース増設

・マップの改訂

実施時期：12 月

・コース増設

★中止

※新型コロナウイルスによる影響・対応は、★印で記載しています。
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(4) 食育推進普及啓発事業（事業費：332）

ア 講習会の実施

健康づくりに役立つ講習会を、食生活等改善推進員と連

携して実施します。 

・実施回数：年６回

イ リーフレット増刷

(5) 大学と進める健康増進推進事業（事業費：400）

大学の教育・研究機能を生かしながら、ウォーキングや体

力測定を実施します。 

ア ウォーキングイベント：年２回

イ 健康フェスティバルでの体力測定

・実施時期：11 月３日（火・祝）

(6) 青葉区国民健康保健特定健診受診率向上事業

（事業費：101） 

医療機関等と連携した横浜市国民健康保険加入者への受診 

勧奨、地域団体と連携した啓発活動など、広く受診啓発を行

います。なお、がん検診受診率向上と合わせて実施します。 

ア 医療機関等と連携した受診啓発

・啓発強化月間：８～９月

イ 健康フェスティバルでの啓発

・実施時期：11 月３日（火・祝）

(7) オーラルフレイル予防普及啓発事業（事業費：519）

オーラルフレイル予防について普及啓発を図るため、区役

所・地域ケアプラザ等専門多職種への研修を実施するととも

に、地域団体と連携した講習会等を実施します。 

(4) 食育推進普及啓発事業

ア 講習会の実施

★実施回数：６回

イ リーフレット増刷

・増刷時期：12月

・部数：10,000 部

(5) 大学と進める健康増進事業

ア ウォーキングイベント

★中止

イ 体力測定

★中止

(6) 特定健診受診率向上

ア 医療機関等と連携した受診

啓発

★啓発強化月間は中止

イ 健康フェスティバル

★中止

(7) オーラルフレイル予防普及啓

発

・専門多職種研修

★中止

・地域講習会

計測器購入：５月（10 台）

実施時期：８月
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(8) 防災、知ろう！健康づくり事業（事業費：689）

災害時においても口腔ケアや食の組合せ等の健康づくりに

ついて考えられるよう、啓発活動を行います。 

ア リーフレットの増刷

転入者配布用、講座用テキストとして活用します。

イ 啓発活動

非常時に備え、口腔ケア、栄養等に関する知識の啓発講

座や外国人向けの啓発講座の開催等を行います。 

・実施回数：年６回程度

・会場 ：地域ケアプラザ、地域防災拠点、

国際交流ラウンジ等 

・対象 ：子育て中の保護者、高齢者、防災関係者、

外国人等 

・実施内容：歯科医師による講話、実習（口腔ケア、

災害時の食のレシピ紹介・試食）など 

(8) 防災、知ろう！健康づくり

事業

ア リーフレットの増刷

・災害に役立つ健康づくり

実施時期：２月

発行部数：15,000 部

イ 啓発講座

実施回数：６回

２ 子育て支援事業～あおばこどもシステムの推進～＜一部新規＞ こども家庭支援課 

予 算 8,351,000 円 

決 算 6,317,005 円 

差 引 2,033,995 円 

子どもたちが健やかに成長できる青葉区であり続けるために、

地域における子育て支援の一層の充実を図ります。 

(1) あおばこどもシステムつながりミーティング

（事業費：322） 

切れ目のない子育て支援による子育てしやすい地域づくり

（あおばこどもシステム）を推進するために、子育ての現

状・課題の共有や新たな取組について検討する場を設けま

す。 

また、令和元年度開催の「こどもつながりフォーラム」で

の話し合いを踏まえ、地域で安心して子育てができ、地域社

会全体のつながりや支えあい等について理解が深まるよう、

支援者（関係団体）や区民向けのリーフレットを作成しま

す。 

・実施回数：年４回

・実施場所：区役所

・リーフレット発行時期：９月

(1) あおばこどもシステムつなが

りミーティング

・実施回数：年２回

（７月21日、12月10日）

実施方法：WEB 会議

★５月は中止、３月は書面開

催

・リーフレットの発行：７月
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(2) 子育て支援ネットワーク連絡会

（乳幼児の子育て支援部会）（事業費：299）

ア 地区別連絡会

子育てしやすい地域づくりをめざし、区内 10 か所程度の

エリア別で、それぞれの地区の特性に応じたネットワーク

を構築し課題解決を図るために開催します。

・実施場所：地域ケアプラザ

イ ミニ拠点ひろば

地域子育て支援拠点から遠いエリアで、子育ての情報提

供や相談、読み聞かせ等の活動を推進します。 

・実施回数：年９回

・実施場所：子育て関連施設

(3) こどもの育ち応援事業（事業費：1,737）

幼児期の発育・発達に応じた支援を行います。

また、地域団体と協働し、青葉区の子育ての魅力を発信し

ます。 

ア なしかちゃんくらぶ

幼児期の保護者を対象に、体験型の学びの場を提供します。

・実施回数：年 10 回

・実施場所：区役所、地域ケアプラザ

イ 親育ち講座＜新規＞

幼児期の発達に応じた親の関わり方の具体的な方法を学

ぶ講座を開催します。 

・実施回数：年４回

ウ Welcome あおば子育てツアー

転入者等を対象に青葉区内のまち歩きをしながら、子育

て資源や地域の魅力等を紹介するツアーを行います。 

また、保護者や子育て支援者が、子育て世代の視点で、地

域の支援者とまち歩きを計画する講座を開催します。 

・ツアー実施回数：年６回

・支援者向け講座：年３回

エ 子育てサポートブック

昨年度発行した、地域の資源や行政サービスをイメージ

してもらえる子育て支援の冊子を改定します。 

・発行部数：12,000 部

・発行時期：５月

(2) 子育て支援ネットワーク連絡

会

ア 地区別連絡会

・実施時期：12～３月

・実施場所：区内各地域ケア

プラザ等 

・実施回数：10回

・参加人数：104人

イ ミニ拠点ひろば

・実施回数：９回

・実施場所：あざみ野（２

回）・奈良（２回）・鴨

志田・梅が丘・みたけ台

（２回）・大場 

・参加人数：84組

(3) こどもの育ち応援事業

ア なしかちゃんくらぶ

★実施回数：４回

★４～６月・２～３月は中止

参加者数：37組

イ 親育ち講座＜新規＞

・実施時期：

２歳コース：８月 26組

３歳コース：10月 18組

（各コース２回実施）

ウ Welcome あおば子育てツア

ー

・ツアー

実施回数：６回

実施時期：10月

・支援者向け講座

全体講話：６月、13名参加

地区別講座：11月

（２地区実施） 

エ 子育てサポートブック

・発行部数：15,000 部

・発行時期：５月
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(4) 地域育児教室（事業費：956）

区内 18 会場で専門職による講話・指導を行い、地域での

仲間づくりの機会の提供と初めての子育てに戸惑う保護者の

支援を行います。 

・実施回数：月１回（８月、１月を除く）×18 会場

・実施場所：地区センター、地域ケアプラザ、自治会館

等、区内 18 会場 

・対象：青葉区在住の第１子の０歳児とその保護者及び妊婦

(5) 地域子育て情報提供（事業費：3,073）

子育て情報提供員を拡充し、区内の子育て情報を区民の皆

様に提供します。また、区内の子育て情報を提供するため、

マップを改訂します。

・子育て情報提供員：週５日

・ワクワク MAP

発行部数：10,000 部

発行時期：３月

(6) 赤ちゃん休憩室（事業費：404）

地域のボランティアと協働で、市営地下鉄あざみ野駅構内

のスペースに母子が休憩等で利用できる場を提供します。 

・開所時間：月曜～金曜（祝日含む・年末年始除く）

10 時～16 時 

・実施場所：市営地下鉄あざみ野駅改札口前スペース

(7) 乳幼児健診ふれあい見守り保育（事業費：413）

乳幼児健診時の待合場所における見守り保育を行います。

・実施回数：毎月８回（年 96 回）

・実施場所：区役所

(8) パパの子育て教室（両親教室）（事業費：1,147）

出産前から父親が育児協力の重要性を理解し、産後の母親

への支援につながるよう両親教室を実施します。 

・実施回数：合計 21 回

平 日 年６回

土曜日 年９回

日曜日 年６回

・実施場所：

平 日 区役所

土曜日 地域子育て支援拠点ラフール

日曜日 ビオラ市ケ尾地域ケアプラザ

(4) 地域育児教室

・開催回数：133回

★４、５月は中止

６月以降順次開催

★定員を半分にして開催

(5) 地域子育て情報提供

・子育て情報提供員：週５日

・ワクワク MAP

発行部数：10,000 部

発行時期：３月

(6) 赤ちゃん休憩室

・利用者数：15 組/日程度

(7) 乳幼児健診ふれあい見守り保

育

・実施回数：88回

★４月から６月は中止

７月以降実施

(8) パパの子育て教室（両親教

室）

・実施回数：17回

平 日 ５回

土曜日 10回

日曜日 ２回

★４、５月は中止、

６月以降実施

★定員を半分にして開催

※11月より日曜日開催の会場を

区役所に変更し、土曜日開催

とした。
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

３ 乳幼健康づくり事業 福祉保健課 

予 算 2,258,000円 

決 算 1,724,814円 

差 引 533,186円 

乳幼児期からの健康づくりを支援するため、う 蝕
しょく

 予防の知識 
普及び乳幼児期の食育の取組を推進します。 

(1) １歳児の歯の教室（事業費：823）

１歳前後の歯の萌え始めの時期の子を持つ保護者に対し、

むし歯予防に対する知識や、歯みがき技術の習得を目的に 

「ニコニコぴかぴか１歳児の歯の教室」を行います。 

・実施回数及び実施場所：福祉保健センター：年 10 回

地域ケアプラザ等：年２回 

(2) 乳幼児の食育支援事業（事業費：1,435）

乳幼児のころからの「食」を通した健康づくりの普及を図

ります。 

・実施回数：年 95 回

・実施場所：福祉保健センター

・対象 ：離乳食期からの乳幼児と保護者 

（離乳食期、１歳６か月健診時、３歳健診時） 

・実施内容：栄養講話等、試食（離乳食期のみ）

(1) １歳児の歯の教室

★５、６月は中止

・実施時期：８月から12月

（７回）

・実施回数及び実施場所

福祉保健センター５回

地域ケアプラザ２回

（11月、３月） 

(2) 乳幼児の食育支援事業

・実施回数：95 回

★４月中旬～６月は中止

・７月から実施

４ 児童虐待・ＤＶ対策事業～あおばこどもシステムの推進～＜拡充＞ こども家庭支援課 

予 算 2,558,000 円 

決 算 2,142,980 円 

差 引 145,020 円 

児童虐待やＤＶなど不適切養育を防止するため、児童虐待防止

対策や女性福祉相談の支援を強化します。 

(1) 児童虐待防止対策事業（事業費：2,060）

児童虐待の未然防止に向けた相談が気軽に利用できるよ

う、見守り保育付きの相談を拡充します。 

また、急増する児童通告や養育不安、相談へ迅速・適切に

対応できるよう、一時預かり事業所連絡会及び支援強化検討

会議を引き続き開催します。 

(1) 児童虐待防止対策事業
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

・見守り保育付き相談 実施回数：週３回 

・一時預かり事業所連絡会 実施回数：年１回

・支援強化検討会 実施回数：年２回 

(2) ＤＶ専門相談事業（事業費：370）

ＤＶや離婚に詳しい弁護士による法律相談を実施し、ＤＶ

被害者が抱える離婚や親権等の法律的問題について、専門的

知見からの支援を行います。 

・実施回数：月２回（年 24 回）

・実施場所：区役所

(3) 子ども・家庭支援相談（事業費：128）

子育てにおける育児・環境や、性格・行動などの様々な悩

みについて、幅広い相談に対応します。 

・相談者向け案内リーフレット作成

子ども・家庭支援相談の案内のためリーフレットを作成

し、保育園、学校等の関係機関を通じて広く配布します。 

作成部数：12,000 部

発行時期：３月 

・見守り保育付き相談

★４月14日～５月31日は中止

６月以降は週３回実施

（156 回） 

預かり人数：1 日平均 9.5 人 

・一時預かり事業所連絡会

実施回数：１回

実施日 ：９月17日

・支援強化検討会（職員向け）

実施回数：年２回

実施日 ：10月９日

３月11日 

(2) ＤＶ専門相談事業

・実施回数：24 回

・相談件数：48 件

(3) 子ども・家庭支援相談

・案内リーフレット作成

作成部数：12,000部

発行時期：３月

５ 保育園子育てスマイル事業～あおばこどもシステムの推進～ こども家庭支援課 

予 算 円 

決 算 2,748,309 円 

差 引 △2,109,309 円

市立保育園が、妊婦や在宅で子育てをしている乳幼児の保護者

を対象に、保育園や身近な公園などを会場として、様々な育児支

援を実施します。 
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

 

(1) 子育て応援保育園（事業費：517） 

市立保育園が地域の身近な子育ての相談機関として、保育

のノウハウや育児支援に関する情報を提供します。 

 

ア ひだまり広場 

子育て中の方等が交流できる場を提供し、保育士や地域

のボランティアがサポートをします。 

・実施回数：年 48 回 

・実施場所：市立保育園５園 

 

イ 情報提供 

・育児支援だより：年４回発行 

・メール配信に関する案内チラシ：5,500 枚 
 

 

 

 

 

 

 

ウ スタンプラリー 

地域の親子に市立保育園の育児支援メニューをスタンプラ

リー形式で楽しんでもらい、利用の拡大を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ふれあい給食（事業費：107） 

地域の乳幼児に園児と一緒に保育園の給食を体験してもら

うことで、食を通じた乳幼児の健全育成を図ります。 

・提供食数：年 160 食 

・実施場所：市立保育園５園 

 

 
(3) 青空おでかけパーク（事業費：15） 

市立保育園が近隣の身近な公園を会場として、保育園の保

育や遊び等を紹介します。 

・実施回数：年 12 回 

・実施場所：美しが丘第六公園、嶮山公園、鴨志田公園 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 子育て応援保育園 
 

 

 

ア ひだまり広場 

★実施回数：１回(４月初旬) 
 

 

 

 

イ  情報提供 

★育児支援だより 10回発行 

発行時期：５月、７月～毎月 

・メール配信 

配信時期：４月～毎月 

案内チラシ：5,500枚 

★情報発信の頻度を２倍に上

げて地域とのつながりを強

化 

ウ スタンプラリー 

★中止 

 

★WEB会議システムを用いて、

保育士と１対１で相談できる

体制を整備 

★令和３年度配信開始の動画の

企画・制作 

 

 

(2) ふれあい給食 

★中止 

 

 

 

 

 

(3) 青空おでかけパーク 

★中止 
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

６ 障害児支援事業～あおばこどもシステムの推進～ こども家庭支援課 

予 算 441,000 円 

決 算 578,100 円 

差 引 △137,100 円

障害児やその保護者が、支援者、学校、関係機関とつながり、

適切な支援を受けられるよう、「サポートファイル かけはし 

（平成 30 年発行）」や、「地域資源マップ（令和２年３月発行

予定）」等を活用しながら取組を進めます。 

(1) 講演会などの啓発活動（事業費：141）

「サポートファイル かけはし」を活用し、保護者と支援

者、学校や関係機関との連携を深め、発達障害に関する講演

会等による啓発を行います。 

・実施回数：年４回

・実施場所：区役所等

(2) サポートファイルかけはし（事業費：200）

関係機関や利用者の意見を踏まえ、改訂します。

(3) 地域資源マップ「きらきらマップ」（事業費：100）

障害児とその保護者が、より地域とつながるきっかけが得

られるよう、放課後等デイサービス等の地域資源を掲載した

マップを改訂します。

(1) 講演会などの啓発活動

★ 講演会

実施時期：12月４日

WEB開催

参加人数：27人

★「サポートファイル かけは

し」書き方動画作成

実施時期：３月 

(2) サポートファイルかけはし

・改訂時期：３月

・作成部数：2,000 部

(3) 地域資源マップ

・改訂時期：３月

・作成部数：1,000 部

７ 青少年育成事業～あおばこどもシステムの推進～＜一部新規＞ こども家庭支援課 

予 算 1,007,000 円 

決 算 104,440 円 

差 引 902,560 円 

青少年育成の充実を図るため、地域のソーシャルパワーを結集

し、それぞれの活動を深めます。 

(1) 異世代交流による青少年育成＜新規＞（事業費：1,000）

新たに設置が予定されている地域活動拠点とも連携し、青

少年の居場所づくりや社会参画を促す体験活動を実施し、異

世代との交流を推進します。 

(1) 異世代交流による青少年育成

・青少年の地域活動拠点開所

（11月） 

・青少年みらいフォーラムの

開催

実 施 日：３月２日

講 演 者：明石要一（千葉敬

愛短期大学学長） 

 対  象：高校生、大学生、 

青少年支援に関わる人等 

参加者数：26名
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(2) 青少年支援部会の運営（事業費：7）

関係機関・団体等の代表からなる「青少年支援部会」を

開催し、各団体間の連携促進により、一層の青少年支援を

進めます。 

・実施回数：年４回

・実施場所：区役所

(2) 青少年支援部会の運営

★実施回数：３回

実施日：８月 21 日

11月 ４ 日 

    ３月 26 日 

・出席者：青少年指導員主任

児童委員、ＰＴＡ 

学校地域コーディネータ

ー北部学校教育事務所等 

８ 地域包括ケアシステムの推進＜一部新規＞ 高齢・障害支援課 

予 算 2,030,000円 

決 算 4,787,746円 

差 引 △2,757,746円

超高齢社会においても、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続け

ることができるよう、必要なサービスを切れ目なく提供するため

の「地域包括ケアシステム」の取組を推進します。 

(1) 健康づくり・介護予防事業（事業費：363）

ア 介護予防推進事業

エンディングノート書き方講座の開催

ライフプランや人生の最終段階における医療・介護を検

討する契機となるよう、エンディングノートの啓発を行い

ます。 

・実施回数：７回

・実施場所：区内地域ケアプラザ、区社協

イ 健康づくり・介護予防連絡会の開催

健康寿命延伸等を目指して、地域ケアプラザ、三師会、

行政委嘱委員、ボランティア、民間事業者等で構成される

健康づくり・介護予防等連絡会を開催し、効果的な健康増

進事業や介護予防事業の検討を進めます。 

・健康づくり・介護予防連絡会の開催：年３回

ウ 高齢者のいる世帯への包括的支援連絡会の開催＜新規＞

いわゆる８０５０問題を含め、多世代にわたって支援を

必要とする世帯の支援を検討するため、関係各課及び関係

機関との連絡会を開催します。 

・（仮）包括的支援連絡会の開催：年２回

(1) 健康づくり・介護予防事

ア 介護予防推進事業

エンディングノート書き方講

座：８回

★エンディングノート紹介DVD 

動画を作成し、区内東急の駅

で配信した

イ 健康づくり・介護予防連絡

会の開催

★中止

ウ 高齢者のいる世帯への包括

的支援連絡会の開催

★関係各課のみで検討会開催

：２回 
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(2) 医療・介護連携事業（事業費：441）

医療・介護連携の促進

医療・介護連携「顔の見える場づくり会議」を開催し、連

携強化に向けた検討・情報共有を行います。 

・「顔の見える場づくり会議」の開催：年６回

・検討項目

人生の最終段階で希望する医療に関する取組

多職種連携による支援のための個人情報保護に関する

取組 等

(3) 認知症施策推進事業（事業費：626）

ア 認知症医療機関連絡会の開催

認知症患者への対応等を推進するため、区医師会と近隣

市区を含めた認知症関連医療機関が集い、施策検討を行い

ます。 

・認知症医療機関連絡会の開催：年２回

イ 青葉区高齢者安心ネットワーク

認知症等による高齢者の徘徊の早期発見・支援のため

に、発見協力機関の拡充に取り組みます。 

（ア）リーフレット作成：5,000 部 

・新規協力機関の発掘

（イ）認知症サポーター養成講座の実施：年 50 回 

（ウ）青葉区高齢者安心ネットワーク連絡会の開催：年１回 

ウ 認知症初期集中支援チームの支援

青葉区認知症初期集中支援チームの活動支援を行いま

す。 

・認知症初期集中支援チーム会議の開催：年 12 回

(2) 医療・介護連携事業

ア 顔の見える場づくり会議の

開催

★実施回数：14 回

WEB開催に変更し、回数を

増加

・参加者：区内医療・介護事

業所の代表

イ ライフ 100BOOK の作成

・発行時期：８月

・印刷部数：7,000 部

★動画を作成し、区役所、区内

東急の駅で配信

(3) 認知症施策推進事業

ア  認知症医療機関連絡会の開

催

★３月書面開催

イ 青葉区高齢者安心ネットワ

ーク

（ア）リーフレット 

★在庫活用により作成見送り

（イ）サポーター養成講座の実施 

★４～７月は中止

★実施回数：18回

受講人数：1,062人

（ウ）連絡会の開催 

★中止

ウ 認知症初期集中支援チーム

の支援

★実施回数：８回

★４、５、１、２月は中止

・実施場所：横浜総合病院
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(4) シニアの社会参加推進事業（事業費：240）

シニアの生きがいづくりやかがやきクラブ青葉の活性化を

支援します。 

ア 高齢者生きがいづくり支援事業

「かがやきクラブ青葉」（青葉区老人クラブ連合会）の

活動支援を通じて、高齢者の生きがいづくりや仲間づくり 

を推進します。 

(ア) シニア社交ダンスの集い

・実施時期：10 月

・実施場所：青葉スポーツセンター

(イ) シニアいきいき芸能大会

・実施時期：11 月

・実施場所：青葉公会堂

イ 敬老祝品贈呈事業

区内最高齢者に区から祝状を贈呈します。

・実施時期：敬老月間（９月）

(5) 高齢者支援事業（事業費：360）

福祉保健サービスガイド作成

介護保険外サービスや区独自事業等を一冊にしたガイドを

作成し、制度等の理解を促進し、適切なサービス利用に繋げ

ます。 

・発行部数：4,500 部

・発行時期：８月

※介護者のつどいについては、局予算にて実施

(4) シニアの社会参加推進事業

ア 高齢者生きがいづくり支援

事業

（ア）シニア社交ダンスの集い 

★中止

（イ）シニアいきいき芸能大会 

★実施時期：11月21日

★会員のみで開催（無観客）

参加数：29組（32人）

イ 敬老祝品贈呈事業

・祝状の贈呈：９月

★郵送にて実施

(5) 高齢者支援事業

福祉保健サービスガイド

・発行部数：4,800 部

・発行時期：10月
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

９ 障害者ふれあい事業＜拡充＞ 高齢・障害支援課 

予 算 1,050,000円 

決 算 657,076円 

差 引 392,924円 

地域の支え合いによる障害者支援の充実、及び障害者の社会参

加を支援します。 

(1) ふれあい農園（事業費：140）

障害者と区民ボランティアが農を通じて交流を図ります。

・実施時期：通年（毎週木曜日）

・実施場所：農園所在地 下谷本

・交流行事：収穫祭（年１回）

(2) 障害者交流レクリエーション大会（事業費：280）

障害者、区民の皆様の交流機会をつくり、障害理解、共生

について啓発を行います。 

・実施時期：12月

・実施場所：青葉スポーツセンター

(3) 精神保健福祉普及啓発事業（事業費：260）

精神保健福祉に関する専門的な知識を有する生活支援セン

ターに委託し、精神保健福祉に関する普及啓発を行います。

ア 普及啓発講演会

精神疾患に関する区民の皆様の理解促進を図ります。

・実施時期：年１回

イ 地域交流促進事業

生活支援センターが地域ケアプラザと協同でサロンを開

催し、精神疾患のある方の身近な相談場所・居場所の確

保、精神科未受診の方や家族への支援などを行います。 

・実施時期：通年（各会場概ね 年４～12回）

・実施場所：地域ケアプラザ12か所

(4）自主製品販売促進事業（事業費：220）

障害者施設が作る自主製品販売の機会を拡大するため、専

門家のアドバイスを受け製品の見直しや販売方法の工夫を図

ることで販売促進を目指し、その取組を発表します。 

（AOBAlution ファンミーティング） 

・実施回数：年１回

・内容：障害者施設で作る自主製品の販売、取組発表

(1) ふれあい農園

・畑作業（通年）

・収穫祭

★中止

(2) 青葉ふれあいまつり

★中止

(3) 精神保健福祉普及啓発事業

ア 普及啓発講演会

市民向け講演会

・実施日：１月16日

・参加者数：54名

支援者向け講演会 

・実施日：２月２日

・参加者数：41名

★WEBで 開催

イ 地域交流促進事業

★実施回数：49回

★４、５月の開催は中止

(4) 自主製品販売促進事業

★AOBAlutionファンミーティン

グ：３月12日ライブ配信開催

・AOBAlutionの活動報告リーフ

レット作成

・１事業所に対し取組支援
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(5) 重度心身障害児者に関する普及啓発事業（事業費:150）

重度重複障害のある障害児者の地域での生活について理解

を図るため、講演会を行います。 

・実施回数：年１回

・内容：重症心身障害児者と地域の暮らしについて

(5) 重度心身障害児者に関する

普及啓発事業

・「ドキュメンタリー映画上映

会と青葉区の取組み報告会」

開催日：３月２日

参加人数：117名

・普及啓発資料「わたしたちの

普通」リーフレット作成

10 快適で衛生的な暮らし支援事業 生活衛生課 

予 算 737,000円 

決 算 706,846円 

差 引 30,136円 

日常生活で最も身近なものである、食品、医薬品、居住環境、

ペットなどについて、事業者への監視指導や検査を徹底するとと

もに、区民等の皆様へタイムリーな情報提供や啓発に取り組み、

快適な生活を支援します。 

(1) 食品衛生関係普及啓発事業 (事業費：418)

飲食店や家庭、地域行事等における食中毒などの食品事故

発生防止のため、自主衛生管理を推進します。 

また、社会福祉施設、食事サービス実施団体等に対し、衛

生管理支援を行います。 

ア 食品衛生講習会

（ア）実施時期：７月及び 11 月（４～５回）

対象者 ：食品衛生責任者 

（イ）実施時期：随時 

対象者 ：食事提供ボランティア 

(1) 食品衛生関係普及啓発事業

ア 食品衛生講習会

（ア）食品衛生責任者等

・実施日：７月29日

８月20日、21日 

11月25日 

・参加者：246人

・実施場所：区役所、公会堂

（イ）各種団体 

・実施日：９月７日、９日

・参加者：28人

・実施場所：地域ケアプラザ
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

イ 営業者、区民等への食中毒予防啓発、自主衛生管理推進

・実施時期：随時

・パネル展、チラシの配布、広報よこはま青葉区版掲載等

ウ  高齢者施設、保育所、高齢者食事サービス実施団体、こ

ども食堂等への簡易キットを利用した衛生管理支援

・実施時期：随時

(2) 動物の適正飼育推進事業 (事業費：319)

犬猫の飼育にかかるトラブルの減少と健康的な終生飼育が

行われるよう、適正飼育に関する啓発、相談を実施します。 

ア 犬猫の適正飼育に関する相談対応（通年）

・配布用啓発チラシの作成

イ 動物の適正飼育に関する講演

・実施時期：３月

ウ 広報よこはま青葉区版によるマナー啓発

イ 広報よこはま青葉区版掲載

・実施時期：７月号

・掲載内容：アニサキス食中

毒予防啓発

あおバリューラジオでの啓

発

実施日 ：７月17日

食中毒予防パネル展(区役

所) ８月３日～８月７日

ウ 高齢者施設等への衛生管理

支援

・衛生講習会

実施日：7 月２日

7 月28日

対象者：施設従事者

参加者：34 人

★新型コロナウィルス消毒講座

WEBで開催

実施日：11月19日 

参 加：11施設 

(2) 動物の適正飼育推進事業

ア 犬猫の適正飼育相談対応

個別相談：随時

イ 動物適正飼育に関する講演

★実施時期：中止

ウ マナー啓発

・広報よこはま青葉区版

掲載時期：２月

・あおバリューラジオでの啓

発

実施時期：２月
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

11 地域スポーツ振興事業＜一部新規＞ 地域振興課 

予 算 3,800,000円 

決 算 2,071,500円 

差 引 1,728,500円 

地域におけるスポーツ振興を担う体育協会の活動を支援しま

す。また、区民の皆様の協力を得て行う参加型スポーツイベント

や東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の機運醸成

を図る取組を行うなど、地域スポーツの振興につとめます。 

(1) 区体育協会支援事業（事業費：500）

区民の皆様が参加できる各種スポーツ大会・イベント教室

の開催や、生涯スポーツの振興に向けた活動を支援します。 

(2) スポーツ振興イベント（事業費：2,800）

区民参加型の地域イベントとして、地域住民・各団体との

協働により、区民マラソン大会を開催します。 

(3) 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会機運醸成

＜新規＞（事業費：500） 

コミュニティライブサイトを開催するなど、大会開催の機

運醸成を図ります。 

(1) 区体育協会支援事業

ア 各種区民スポーツ大会及び

イベントへの参加協力

イ 青葉スポーツフェスタ及び

青葉スポーツ人の集い

★中止

(2) スポーツ振興イベント

★区民マラソン大会の開催は中

止し、代替イベントとしてオ

ンラインを活用した青葉チャ

リティーランを開催

ア 実施時期：

１月９日から１月17日 

イ 参加人数：431人

(3) オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会機運醸成

★コミュニティライブサイトは

中止。

地区センター等区内 10 施設

で「青葉ブックフェスタ2020

～東京2020大会に向けて～」

を１月に実施
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

12 地域での読書活動推進事業 こども家庭支援課、地域振興課 

予 算 1,915,000円 

決 算 2,269,153円 

差 引 △354,153円

青葉区民読書活動推進目標の実現に向け、図書館、地区センタ

ー等と連携しながら、本に親しむ環境作りに加え、区内の施設や

読書活動ボランティア同士の連携を図ります。 

(1) 広報啓発（事業費：148）

広報よこはま青葉区版、ホームページ、チラシによるイベ

ント情報や図書貸出施設周知、及び啓発グッズによる活動の

ＰＲを行います。

(2) ネットワークづくり等（事業費：161）

区内の施設や活動団体のつながりを深める会議などを開催

します。また、区内14施設に対し、蔵書の充実を図ります。 

(3) 講座の開催（事業費：106）

施設やボランティア団体と連携し、読書活動推進に関係す

る講座を開催します。 

・実施回数：年１回

(4) 図書返却ポストの修繕（事業費：1,500）

区内の３駅（たまプラーザ・市が尾・青葉台）に設置して

いる図書返却ポストの修繕を引き続き行います。 

(1) 広報啓発

・広報よこはま青葉区版（11

月）やホームページによる活

動ＰＲ

・イベントカレンダーのホーム

ページ掲載

★中止

・青葉区読書施設ガイドの作成

発行時期：３月

発行部数：5,000部

(2) ネットワークづくり等

・コロナ禍における読書活動

事例紹介 

実施日：３月１日 

実施場所：区役所 

参加者数：15人 

・蔵書の充実

冊数：104冊

・CDブックの充実

枚数：103枚

(3) 講座等の開催

・講演会

実施日：12月20日

実施場所：区役所

講  師：和田耕治 

（国際医療福祉大学 

医学部公衆衛生学 

教授） 

★参加者数：会場  31人 

WEB配信 37人 

(4) 図書返却ポストの修繕

・「満杯認識機能」の修繕を

実施 

実施時期：１月 
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

２ 安全で安心して暮らせるまち （決算）39,636 千円 

１ 青葉区防災の街づくり事業＜一部新規＞ 総務課、福祉保健課、生活衛生課 

予 算 9,370,000円 

決 算 13,784,362円 

差 引 △4,414,362円

区防災計画に基づき、「災害に強い地域づくり」、「医療救護

等の対策」、「避難者対策」、「災害時ペット対策」に重点をお

き、地域防災力の向上を目指します。あわせて、「減災」及び 

「自助・共助」の考え方を区民の皆様に周知します。 

令和２年度は、大規模災害に備え、区民向けの啓発及び避難所

運営機能を強化します。 

(1) 体感型防災啓発事業＜新規＞（事業費：1,000）

災害が大規模化する中、地震発生後の仮想の災害現場を体

験し、避難行動や知識を学べる体感型の防災イベントなどを

通じて、自助・共助の啓発を強化します。 

(2) 「青葉区民防災必携」の更新（事業費：3,000）

令和元年度に開始した大雨の５段階警戒レベル等、風水害

の情報を新たに記載した内容へ更新します。 

(3) 地域向け防災講座（事業費：380）

洪水浸水想定区域内等の自治会・町内会・地域住民の方を

対象とした防災講座を実施します。そこから、居住地域の情

報や災害に備えるための行動等を学んでいただき、自助意識

の向上を図ります。 

(4) 避難所運営機能強化（事業費：2,220）

避難者の案内誘導に必要な物品や、大規模災害時の避難所

対応物品を整備し、避難所運営機能の強化を図ります。 

ア 案内誘導物品の整備

大規模災害時、避難所の案内誘導を充実させるため、開

設を知らせる横断幕や、夜間においても活用できる発光式 

掲示板を整備します。 

イ 風水害避難対応物品の整備

風水害時、避難所を運営するために必要な物品を整備し

ます。 

(1) 体感型防災啓発事業

★中止

(2) 「青葉区民防災必携」の更新

増刷部数：15,000 部

（３月） 

(3) 地域向け防災講座

実施回数：１回

実施日：９月27日

実施場所：山内小学校

（10月は台風接近に伴い中止） 

・その他出前講座：７回

(4) 避難所運営機能強化

ア 案内誘導物品の整備

・発光式掲示板の整備：７月

・横断幕の作成：８月

イ 風水害避難対応物品の整備

★マスク、アルコール消毒液、

温度計等を追加整備(41 か

所)
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(5) 危機管理対策（事業費：2,267）

区災害対策本部運用訓練を実施し、災害時の危機管理対策

能力の向上を目指します。また、地域防災拠点の資機材保守

や防災協定機関合同訓練を実施します。 

ア  新採用職員、青葉区転入職員に対する研修

実施時期：４～８月

イ  生活資機材講習

実施時期：８月

ウ  緊急地震速報対応訓練

実施時期：９月

エ  防災協定機関合同訓練

実施時期：10 月

オ  区災害対策本部運用訓練

実施時期：１月

カ  震災時初動対応訓練

実施時期：１月

(6) 定点診療拠点整備事業（事業費：396）

震度６弱以上の地震が観測された場合、12 か所の「定点診

療拠点」を開設し、身近な場所で軽症者の応急医療を受けら

れるよう物品を整備します。また、青葉区の災害医療体制を

充実するため、連絡会、研修会を開催するほか、関係者を集

め開設・運営について検討するなど、定点診療拠点の体制の

整備・充実を進めます。 

ア 防災物品整備

イ 災害医療連絡会：年１回

ウ 災害医療研修会：年１回

(5) 危機管理対策

ア 新採用職員等研修

★資料送付で実施（４月）

イ 生活資機材講習

★実施日：12月５日

ウ 緊急地震速報対応訓練

実施日：９月１日

エ 防災協定機関合同訓練

★中止

オ 区災害対策本部運用訓練

★中止

カ 震災時初動対応訓練

実施日：

９月２日、１月19日

★感染症対策備品購入(庁舎用)

マスク、アルコール消毒液、

アクリルパーテーション等整備

整備時期：通年

★消毒研修（職員向け）

実施日：４月15日、16日

(6) 定点診療拠点整備事業

ア 防災物品整備

・実施時期：１～３月

★マスク、消毒液等感染症対

策物品を整備

イ 災害医療連絡会

・実施時期：３月

★WEBで実施

ウ 災害医療研修会

実施日：１月24日

★各拠点及び災害時協力病院

等を無線でつなぐ無線訓練

を実施
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(7) 災害時のペット対策（事業費：107）

ア 飼い主向け

災害発生時に向けた日頃の備えに関する啓発を健康フ

ェスティバルや窓口、ホームページにより実施します。 

イ 地域防災拠点等への取組支援・啓発

地域防災拠点へのペット同行避難受入のルールづくり

を推進するため防災訓練等において、ペット受入のルー

ル化支援や説明、拠点訓練参加者への啓発を行います。

・取組支援・啓発：14 か所以上

(7) 災害時のペット対策

ア 飼い主向け啓発

・窓口展示コーナー（通年）

実施内容：啓発品展示 

・パネル展示

★中止

・広報よこはま青葉区版

掲載時期：９月号

イ 拠点等での取組・訓練支援

★拠点訓練中止及び縮小によ

り中止 

２ 災害時要援護者地域支えあい事業 総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課 

予 算 1,161,000円 

決 算 959,201円 

差 引 201,799円 

災害時に一人では避難が困難な高齢者や障害のある方などの安

否確認や避難誘導が、近隣の助け合いにより行えるよう、あらか

じめ要援護者の情報を登録し、地域がその情報を共有するための

仕組みである「あおば災害ネット」を推進します。また、災害時

要援護者の受入訓練を支援します。 

(1) 支えあいカードの登録促進（事業費：1,031）

「支えあいカード」未登録の要援護者に対して、様々な方

法で周知を図り、登録を促進します。また、登録された方全

員に「支えあいカード」を保管するための「あんしん情報ボ

トル」を配付します。 

ア ダイレクトメール

・発送時期：１月

・対象者数：約 2,000 人

・対象：災害時要援護者名簿のうち令和２年度新規掲載者 

イ チラシ印刷（増刷）

・印刷部数：20,000 部

・発行時期：１月

ウ あんしん情報ボトルの購入

・購入数：1,000 個

(1) 支えあいカードの登録促進

・支えあいカード登録者数

3,138人（R3年３月末時点）

★２～７月の新規登録は中

止し、８月以降に再開

ア ダイレクトメール

★発送時期：３月

対象者数：1,733人

イ チラシ印刷

★改訂版作成：2,500部

発行時期：３月

ウ あんしん情報ボトルの購入

・購入数：1,000 個

４月
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(2) 個人情報活用研修（事業費：30）

あおば災害ネットの担い手が適切に個人情報を活用し、取

組を円滑に進めるための研修を実施します。 

・実施回数：年１回

・対象者 ：自治会・町内会役員、民生委員児童委員、

地域防災拠点運営委員 

(3) 災害時要援護者訓練支援（事業費：100）

福祉避難所において、災害時要援護者の受入訓練を実施し

ます。また、地域防災拠点での災害時要援護者の受入訓練を

支援します。 

ア 福祉避難所訓練

・実施回数：年１回

イ 地域防災拠点災害時要援護者受入訓練

・実施時期：９～２月

(2) 個人情報活用研修

★３月資料配付

(3) 災害時要援護者訓練支援

ア 福祉避難所訓練

★中止

イ 地域防災拠点災害時要援護

者受入訓練

★６月書面開催

３ 地域防犯支援事業 地域振興課 

予 算 2,167,000円 

決 算 1,002,650円 

差 引 1,164,350円 

自治会・町内会や学校、商店街等が連携して行う自主的な防犯

活動が継続して行われるよう支援します。 

また、犯罪発生状況に応じた啓発により防犯対策を強化し、地

域、関係機関と一体となった「安全・安心な街づくり」を推進し

ます。 

(1) 自主的防犯活動団体への支援（事業費：746）

自治会・町内会や学校、商店街等が連携して行っている自

主的防犯活動に対し、防犯パトロール等に必要な物品（のぼ

り旗・腕章・ベスト等）の支援を行います。 

(2) 区民の防犯意識向上のための啓発事業（事業費：1,421）

多発する特殊詐欺や空き巣をはじめとした窃盗事案等、区の

犯罪発生状況に応じた、注意喚起のチラシや啓発グッズを作

成し、啓発活動を行います。 

(1) 自主的防犯活動団体への支援

自主的防犯活動団体に対し、防

犯グッズを支給

・実施時期：通年

・団体数：48団体

(2) 区民の防犯意識向上のための

啓発

ア 振り込め詐欺撲滅強化月間

キャンペーン

★６月は中止

10月は広報のみ実施（広報

よこはま、FMサルース）

警察や関係機関と連携した

イベント等での啓発

★中止

24



事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

４ 区民サービス向上事業＜一部新規＞ 総務課、戸籍課 

予 算 12,811,000円 

決 算 19,655,818円 

差 引 △6,844,818円

窓口サービスのレベルを維持・向上するために、定期的かつ継

続的に研修を実施し、改善等を図ります。 

(1) ＣＳ・ＥＳ向上研修等（事業費：650）

ア  全体研修

窓口サービスの維持・向上を目的に、引き続き外部講師

によるＣＳ・ＥＳ向上研修を実施します。 

・実施時期：８～12 月

※ＣＳ：顧客満足度、ＥＳ：職員満足度

イ 各課での取組

各課から選出したＣＳ・ＥＳリーダーを中心に、窓口職

場の実情に応じたサービス改善のために外部講師から直接

アドバイスを受ける機会を設け、サービスのレベルアップ

に取り組みます。

・実施時期：６～３月

(2) 人権啓発講演会（事業費：128）

区民の皆様や職員を対象とした人権啓発講演会等を実施し

ます。 

・実施時期：９月

(3) おくやみハンドブック作成事業＜新規＞（事業費：300）

身近な方が亡くなった際に必要な区役所内外の各種手続き

を、一覧でまとめた冊子を作成します。 

・発行部数：3,500 部

・配布場所：青葉区役所（戸籍課窓口、区民ホール）

(1) ＣＳ・ＥＳ向上研修等

ア 研修

・新採用職員向け研修

実施時期：12 月

★規模を縮小して実施

イ 各課での取組

・ＣＳ・ＥＳリーダー選出

実施時期：９月

・各課の課題検討・改善実施

実施時期：９～３月

・外部講師による各課へのア

ドバイス

★中止

・成果報告

実施時期：３月

(2) 人権啓発講演会

★講演会を中止し、パネル展を

実施

★実施時期：３月

・実施場所：区役所

・対象：区民、市職員

(3) おくやみハンドブック作成事

業

・印刷部数

６月 1,800 部

12 月 1,700 部
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(4) 戸籍課の混雑対策（事業費：1,438）

戸籍課窓口において転出入業務が集中し、来庁者及び入電

数が増加する時期に、電話応対の一部を専門スキルを有する

業者に委託するなど、電話応対に要していた職員を窓口応対

に充てることにより、来庁者の待ち時間の短縮につなげ、住

民サービスの向上を図ります。 

・実施時期：４〜５月、３月

(5) 区庁舎等の環境整備（事業費：10,295）

快適で居心地の良い区役所を目指し、庁舎内の照明 LED

化やトイレの利便性向上など、庁舎内の環境改善を図りま

す。 

(4) 戸籍課窓口の混雑対策（電話

オペレーター設置）

・４〜５月の設置日数

39 日間 

・12～３月の設置日数

59 日間 

  日平均対応数：52件 

(5) 区庁舎等の環境整備

ア 照明の LED 化

・実施時期：11～２月

イ トイレの利便性向上

・水石鹸供給自動化

実施時期：12月

５ 交通安全対策事業＜拡充＞ 地域振興課 

予 算 4,308,000円 

決 算 4,233,580円 

差 引 74,420円 

交通安全に関する広報活動やポスターコンクールの開催等を通

し、交通安全・マナーの啓発を行うとともに、スクールゾーンの

新設・補修を行い、区内の交通事故減少を図ります。 

(1) 青少年交通安全教育推進事業（事業費：517）

児童・生徒が交通事故に遭わないような気付き、きっかけ

作りにつながるチラシ等を作成し、区内小学校・中学校へ配

布することで、広く交通安全の啓発を行います。 

(2) スクールゾーン対策協議会（事業費：3,427）

児童の登下校時の安全を守るため、通学路の危険箇所の調

査点検等を行う小学校スクールゾーン対策協議会への活動助

成及び路面標示等の設置、補修等を行います。 

(3) 青葉区交通安全対策協議会（事業費：364）

交通安全知識の向上を図るため、区内交通安全関係団体で

構成される協議会総会及び幹事会を開催し、区交通安全功労

者の表彰を行います。また、区内小学生交通安全ポスターコ

ンクールを行い、交通安全意識の啓発を図ります。

(1) 青少年交通安全教育推進事業

区内公立小学校２年生、４年

生、６年生及び区内公立中学校

２年生を対象に「交通安全リ

ーフレット」を配布（７月）

(2) スクールゾーン対策協議会

ア 活動助成金

・申請校数：30校（全校）

イ 面標示整備要望

・要望校数：18 校

新設要望３箇所

補修要望44箇所

（全て施工済）

(3) 青葉区交通安全対策協議会

★ポスターコンクールは開催中

止

★総会は書面により開催
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

３ さまざまな人や活動がつながる、活力のあるまち （決算）12,551千円 

１ 地域における起業等支援事業＜一部新規＞ 高齢・障害支援課 

予 算 2,500,000円 

決 算 4,567,450円 

差 引 △2,067,450円

横浜市と東急（株）との「次世代郊外まちづくりの推進」に関

する協定に基づく取組と連携し、新たに力を発揮したい人や起業

等に向け準備中の人を対象に、段階や関心に応じた複数のセミナ

ーや相談事業等を展開し、地域における起業等を総合的に支援し

ます。（事業費：2,500） 

(1) 連続起業セミナーの実施

実施回数：年１回

(2) テーマ型の講座（活動拠点廻り等）の実施

実施回数：年２～３回

(3) 起業相談室の開催

実施回数：月１回程度

(4) 起業者の実践を支援するための検討＜新規＞

起業者等の実践場所の獲得につながる支援の仕組みづくり

について検討します。 

★各セミナー、講座、相談室の実

施方法を WEB に変更

(1) 連続起業セミナーの実施

・実施回数：１回

（連続６回講座） 

・実施時期：９月～12月

・参加人数：20人

(2) テーマ型の講座の実施

ア 地域の活動者による啓発講

座の開催

・実施回数：５回

・実施時期：６月～２月

・参加人数：延べ163人

イ プロボノ実践講座

・講座回数：１回

（連続３回講座） 

・実施時期：８月～12月

・参加人数：延べ 83 人

・実践：２チーム８人

(3) 起業相談室の開催

・実施回数：８回

・参加人数：延べ11人

(4) 起業者の実践を支援するため

の検討

・検討調査委託：９月～３月

・地域向け勉強会：２月
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

２ 区民活動支援センター事業 地域振興課 

予 算 3,509,000円 

決 算 2,507,546円 

差 引 1,001,454円 

区内の市民活動や生涯学習を総合的に支援するため、相談・コ

ーディネートや活動団体・講師等の情報提供のほか、市民活動・

生涯学習推進に関する事業を実施します。 

(1) 相談・コーディネート、情報収集・提供（事業費：1,685）

ア 市民活動・生涯学習に関する相談を受け付け、区内で活

動する団体や生涯学習に関する講師等について、情報提供

及びコーディネートを行います。

イ 活動に役立つ情報や地域の活動団体情報等をまとめた情

報紙「Info まち活」を発行します。

(2) 市民活動・生涯学習支援（事業費：780）

市民活動に関する交流会や活動団体・登録講師 PR パネル

展示、登録講師体験講座等を実施し、市民活動や生涯学習に

関心のある区民の皆様に活動を始めるきっかけをつくるとと

もに、活動の活性化を図ります。 

(1) 相談・コーディネート、情

報収集・提供

ア 相談対応（459件/年)、コ

ーディネート依頼（7件/年）

★ 休館中（ 3/3 ～ 5/31 ）

の相談・コーディネート

等は電話・メールで対応

イ 情報紙｢Info まち活｣発行

・発行時期：毎月1,500部

（区内主要施設・駅等に配

架）

・メールマガジンによる情報

紙等のお知らせ：毎月約

250件

(2) 市民活動・生涯学習支援

ア まち活ギャラリー展示

（団体・登録講師の活動紹介

スペース）

・実施時期：随時

・実績数 ：８団体

イ まち活カフェ（テーマ別

交流会）

・「地域と学校」

８月20日、参加者：20人 

・「語り合おう！今から備え

る私らしい終活」

９月17日、参加者：16人 

・「もっと知りたい！昔の青

葉」

10月15日、参加者：25人 

・「実は身近な多文化共生」

12月 日、参加者：11人 

★４～６月・１月は中止

★上記４交流会のゲストスピ

ーカーの話をWEBで配信
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(3) 交流イベント等の開催（事業費：634）

ア 市民活動・生涯学習に関わる様々な分野で活動している

人や団体を対象とした交流イベントを開催し、交流や情報

交換を促し、活動を広げる場とします。

イ 活動を広く区民の皆様に PR する発表の場を提供します。

(4) コーディネート機能強化（事業費：410）

アドバイザーによる継続的な指導・助言により、コーディ

ネート機能強化を図ります。

ウ まち活講座（市民活動支

援講座）

・「身につけたい！聴くチカ

ラと問うチカラ」

10月12日、参加者：15人

・「伝えたい人に伝わる情報

発信の基礎」

11月27日、参加者：18人 

エ まち活トライアル（登録

講師体験講座）

★中止

(3) 交流イベント等の開催

ア 交流イベント

・まち活フォーラム

「歩みを止めない！市民活

動」

実施日：３月６日

参加者：19人

★（ハイブリッド方式

オンライン:11、会場:８）

・パートナーズ交流会

「青葉のまちを元気にする」

実施日：２月13日

参加者： 人(登録講師)

★（ハイブリッド方式

オンライン:８、会場:６）

イ まち活フェス(団体発表会） 

★「WEBで楽しむまち活フェ

ス」

登録団体・講師の紹介動画

配信

（８団体）３月から 

(4) コーディネート機能強化

・アドバイザーによる研修、視

察、ミーティング等の実施

★４、５月は中止

実施回数：研修２回、

視察１回、 

ミーティング９回
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

３ 地域福祉保健推進事業＜拡充＞ 福祉保健課 

予 算 4,245,000円 

決 算 988,636円 

差 引 3,256,364円 

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指

し、地域と協働して課題解決に取り組み、身近な地域で支えあ

いの仕組みづくりを進めることを目的に、第３期青葉区地域福

祉保健計画（平成 28 年度～令和２年度）を推進します。ま

た、第４ 期地域福祉保健計画（令和３年度～令和７年度）を策定

します。 

(1) 地域福祉保健推進会議（事業費：126）

区内福祉保健関係機関の代表者が集まり、地域福祉保健事

業の情報共有・意見交換及び地域福祉保健計画の推進状況の

報告を行います。 

・実施回数：年３回（７月、12 月、３月）

(2) 地域福祉保健計画策定委員会（事業費：49）

地域福祉保健推進会議の分科会として、地域活動団体代

表、学識者経験者などで構成する計画策定委員会を設置し、

第４期計画の検討・策定を行います。 

・実施回数：年３回（６月、12 月、２月）

(3) 福祉保健活動事例発表会（事業費：220）

第３期計画の啓発と第４期計画策定に向けた周知をすると

ともに、地域の福祉保健活動の活性化のため、発表会を開催

します。 

・実施時期：２月

(4) 第３期計画推進・第４期計画策定（事業費：3,091）

第３期計画の事業推進と第４期計画の策定に向けて、各地

区にアドバイザーを派遣するとともに、地区別推進会議の実

施等を通じて、素案を作成し、区民意見募集の実施を経て、

第４期計画を策定します。（２月） 

また、引き続き若い世代に向けて地域福祉保健計画をＰＲ 

します。 

(1) 地域福祉保健推進会議

★策定時期の延期等により

12 月のみ開催（書面） 

(2) 地域福祉保健計画策定委員会

★策定時期の延期等により

11月のみ開催

(3) 地域福祉保健活動事例発表

会

★中止

(4) 第３期計画推進・第４期計画

策定
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

ア 地区サポートチーム研修（年２回）

イ アドバイザー派遣

ウ 中学生版パンフレット作成

エ 第４期計画策定冊子作成

(5) あおば de スタートセミナー（事業費：558）

地域デビューを支援するため、活動のはじめ方の基礎を学

ぶ連続セミナーを実施します。得意なことや経験を生かし、

多彩な人材が新たなことにチャレンジして、地域で活躍でき

るよう支援を行います。 

(6) 青葉ふれあい見守り事業（事業費：201）

概ね 70 歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯

等を、地区民生委員が中心となり保健活動推進員等と協力し

て、月に 1 回程度の訪問や見守り活動を実施します。 

・対象世帯数：約 1,500 世帯

・全体研修会：年１回

ア 地区サポートチーム研修

★５月は中止

実施日：８月24日

イ アドバイザーの派遣

★中止

ウ 中学生版パンフレット作成

・中学生アンケートの実施

（12月）

エ 第４期計画策定冊子作成

★策定時期延期により素案の

み作成（２月）

(5) あおば de スタートセミナー

・連続講座実施（５回）

・実施時期：11 月～３月

★３／５回中止

(6) 青葉ふれあい見守り事業

・全体研修会

実施時期：11 月 

・代表者会議 ★中止

・見守り活動の実施（随時）

４ 青葉みらいおこし補助（あおば地域サポート補助金）事業＜拡充＞ 区政推進課 

予 算 3,000,000円 

決 算 2,497,000円 

差 引 503,000円 

地域課題の解決を図り、青葉区の魅力を高めるため、区役所が

設定するテーマに沿った地域活動に対し支援します。 

令和２年度から区民にとって利用しやすい補助制度に見直しま

す。（事業費：3,000） 

・募集時期 ：令和２年２月～５月

・補助金交付：７月

「あおば地域サポート補助金」 

★申請期間を６月末まで延長

★申請期間の延長に伴い、補助金

交付を９月へ変更

・テーマ：

「地域のつながりづくり」

・補助金交付：５団体
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

５ 商店街活性化・中小企業振興事業＜拡充＞ 地域振興課 

予 算 945,000円 

決 算 1,039,312円 

差 引 ▲94,312円

商店街活性化について、各商店会と意見交換を実施しながら、

各種団体と連携しやすくなるよう情報提供し、商店街イベントを

一層支援するとともに、積極的な広報、PRを行います。また、中

小企業振興について、地域や企業と連携した、女性起業家支援イ

ベントを引き続き実施するとともに、区内中小企業の支援につな

がる情報提供、パネル展示などを行います。 

(1) 商店街活性化事業

区全体の商店街活性化につながるよう、商店街連合会が実施

する事業に補助を行います。（事業費：445） 

(2) 中小企業振興事業

女性の起業支援イベントや区内中小企業の PR につながる

パネル展示等の取組を実施します。（事業費：500） 

(1) 商店街活性化事業

ア 広報よこはま青葉区版に

よるイベント広報 

・区内商店街のテイクアウト

及び出前、区商連で企画す

る先払い商品券「サキチ

ケ」の紹介（７月号）

・商店街年末年始イベントの

紹介（12月号）

イ 青葉区商店街連合会が実施

する活性化事業への助成金交

付

ウ 各種補助金の情報共有の実

施

・本市が提供する新型コロナウ

イルス感染症対応の支援メニ

ューについて区商連へ情報提

供

(2) 中小企業振興事業

ア 女性起業家関連イベント

・開催日：３月23日、26日

・参加者：26名

★WEBで開催

イ 区内中小企業紹介パネル展

示

・実施時期：３月15日～19日

・開催場所：区役所
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

ウ 経済局・IDECへの協力

・IDEC主催（経済局共催）のコ

ロナ禍に対応する補助金活用

に関する説明会で、会場提供

及び広報支援を実施。

開催日：８月20日（木）

10時～11時30分 

参加者：８名 

広報：青葉区ホームページ、 

タウンニュース掲載

６ 自治会町内会支援事業 地域振興課 

予 算 1,751,000円 

決 算 950,684円 

差 引 800,316円 

地域の抱える課題を解決していくため、自治会・町内会を中心

とする地域団体と行政との連携を推進します。（事業費： 

1,751） 

(1) 青葉区連合自治会長会定例会

自治会・町内会との連携強化のため、８月と12月を除き毎

月情報提供を行います。 

・実施時期：８月及び 12 月を除く毎月

・実施場所：青葉区役所

(2) 自治会町内会長感謝会

日頃から地域社会の振興に多大な役割を果たし、市政・区

政に協力していただいている自治会・町内会長の労をねぎら

うため、自治会町内会長感謝会を開催します。 

・実施時期：令和３年３月

・実施場所：青葉区役所

(1) 青葉区連合自治会長会定例会

・実施時期：毎月

（８、12月除く） 

・実施場所：区役所

★４～６月、１～２月は書面

による開催

(2) 自治会町内会長感謝会

★中止
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

４ 魅力を高め、発信するまち （決算）14,681千円 

１ 広報・広聴事業＜一部新規＞ 区政推進課、戸籍課 

予 算 3,510,000円 

決 算 3,525,705円 

差 引 ▲15,705円

区民の皆様に青葉区や横浜市の情報を提供するとともに、愛着

を持っていただけるような取組を、関係団体等と連携して実施し

ます。 

(1) ガイドマップ作成事業（事業費：1,584）

青葉区の行政情報、地域情報及び施設情報をわかりやすく

掲載したガイドマップを区民の皆様に提供します。 

ア 発行時期：10 月

イ 発行部数：16,000 部

(2) 転入者向け情報提供事業（事業費:207）

区に転入された方などに地域における生活情報や防災マッ

プなどを提供するため、障害者就労施設にマップ等の封入業

務の委託を行います。 

(3) 区民会議（事業費：503）

広聴手段の一つである区民会議活動を支援します。

ア 区民会議ニュースの発行

（ア）発行時期：９月、３月

（イ）発行部数：10,500 部

イ 区民会議公開講座の開催 等

(4) ポータルサイト情報提供事業（事業費：220）

青葉区民ポータルサイトを運営し、市民団体等の活動を、

インターネットを通じて発信、共有します。

ア 講習会（各団体ホームページ作成方法）の実施：年 12 回

イ PR ポスターの製作

(1) ガイドマップ作成事業

ア 発行時期：11 月

イ 発行部数：16,000 部

(2) 転入者向け情報提供事業

・部数：8,400 部

(3) 区民会議

第13期区民会議中間総会

開催：７月19日

ア★区民会議ニュース

発行部数：1,500 部 

（回覧中止による減） 

発行時期：10月、３月 

イ★オンライン公開講座

開催：３月13日 

(4) ポータルサイト情報提供事業

ポータルサイトのアクセス数

の状況及びFacebook等のSNSの

普及などの社会情勢等を踏ま

え、３月末にサイトを閉鎖

ア 講習会

★中止

イ PR

★中止

34



事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(5) マスコットキャラクター管理運用事業（事業費：236）

青葉区マスコットキャラクター「なしかちゃん」の活用に

より、区の PR を行います。

ア 着ぐるみの貸出

イ イラストの提供

ウ イベント等でのグッズ配布

(6) メディアリポーター事業（事業費：60）

メディアリポーターが区民目線で地域活動等を取材し、情

報発信・映像記録を行います。 

ア 制作本数：年１本

イ 制作内容：地域活動・行政情報等

(7) 青葉区魅力スポット冊子の作成事業＜新規＞

（事業費：700） 

これまでのフォトジェニック青葉フォトコンテストの出展 

作品を活用して区内の魅力スポット冊子を作成し、様々な区

の魅力を区内外に発信します。 

ア 発行時期：２月

イ 発行部数：3,000 部

(5) マスコットキャラクター管理

運用事業

ア 着ぐるみの貸出：随時

イ イラストの提供：随時

ウ グッズの製作： １月

(6) メディアリポーター事業

ア 制作本数：１本

イ 制作内容：「青葉区の

自然・歴史・文化」 

(7) 青葉区魅力スポット冊子の作

成事業

ア 発行時期：２月

イ 発 部数：6,000 部

２ メディアによる広報事業 区政推進課、総務課 

予 算 5,280,000円 

決 算 5,208,928円 

差 引 71,072円 

青葉区を放送エリアとする、コミュニティＦＭラジオ（ＦＭサ

ルース 84.1ＭＨｚ）及びケーブルテレビ（iTSCOM）等を活用し、

行政情報・地域情報や防災情報の提供を行います。

(1) コミュニティＦＭラジオ（事業費：2,277）

ア  広報番組

（ア）番組名 「あおバリューRadio」（20 分番組） 

（イ）放送回数 月～金曜日 各２回 

土・日曜日 各１回 

（ウ）番組内容 行政情報、イベント情報等 

イ 防災番組

（ア）番組名 「防災あおば」（５分番組） 

（イ）放送回数 月～金曜日 各１回 

（ウ）番組内容 避難場所、日頃の備え等の情報 

(1) コミュニティＦＭラジオ

ア 広報番組「あおバリュー

Radio」

・行政情報の提供

イ 防災番組「防災あおば」

・防災情報の提供

災害への備え、消防団の紹

介等
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(2) 多言語放送（事業費：120）

ア 番組名 「あおバリューRadio～多言語版～」 

（５分番組） 

イ 放送回数 月～金曜日 各１回

ウ 放送言語 英語、中国語、ハングル、スペイン語、

やさしい日本語 

エ 番組内容 行政情報、イベント情報等

(3) ケーブルテレビ（事業費：2,652）

ア 番組名 「あおバリューＴＶ from 丘の横浜」 

（10 分番組） 

イ 放映回数 iTSCOM 週２回

J:COM 週２回 

ウ 制作本数 年６本

(4) スマートフォンアプリを活用した情報発信(事業費：231)

ＦＭサルースと連携して導入した青葉区総合アプリを活用

し、幅広い情報発信を行います。 

・発信情報 防災、子育て関連、感染症、区イベント情報など

(2) 多言語放送「あおバリュー

Radio～多言語版～」

・多言語による情報提供

(3) ケーブルテレビ

「あおバリューＴＶ from

丘の横浜」

★4/11～5/16 の間、放送中断

・制作本数：６本

・テーマ：

「パラスポーツ」

「大雨や台風への備え」 

「地域防犯」 

「人生100年時代」 

「多文化共生」 

「魅力いっぱい青葉区」 

(4) スマートフォンアプリを活用

した情報発信

・広報よこはま青葉区版にお

けるアプリの周知

・ダウンロード数：19,973

（３月末時点） 
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

３ 芸術文化振興事業 地域振興課、区政推進課 

予 算 4,867,000円 

決 算 3,163,828円 

差 引 1,703,172円 

区内の芸術活動の発表・鑑賞の場を提供することで、芸術・文化

を通じた交流を図り、青葉区への愛着を高めます。また、青葉区

の財産であるアート資産などの魅力を区内外に発信していきま

す。 

(1) 青葉区民芸術祭事業（事業費：2,680）

年間を通じ、公募による作品展（絵画・書道・華道・文

芸・写真・美術工芸・茶道）と区内で活動する団体による ス

テージ発表（コーラスのつどい、音楽祭、芸能祭）を開催 

します。 

(2) 区民ホールコンサート事業（事業費：249）

第３水曜日のお昼に、区役所１階区民ホールにおいて、区

内在住の音楽家によるミニコンサートを実施します。 

(1) 青葉区民芸術祭事業

・運営委員会

実施日：６月９日(書面開催)

ア 展示部門

★代替事業「おうちdeアー

ト」（WEB作品展）

開催時期：12月～１月末

参加団体：16団体

アクセス：約4,000回

イ ステージ部門

（ア）青葉コーラスのつどい

★区内合唱団による「青葉区

が好き」の動画配信

配信開始：３月～

（イ）音楽百景（音楽祭他） 

・音楽祭

開催日：11月８日

出演団体：５団体

来場者数：406人

・青葉音楽百景の発行

発行部数：35,000部

配布先：区内一円（一部地

域紙折込）

（ウ）芸能祭 

★中止

代替として所属団体の活動

紹介冊子「青葉の粋」を発

行

発行部数：1,000部

(2) 区民ホールコンサート事業あ

おば音楽ひろば

区民ホールでのミニコンサート

（原則第３水曜日）

★４、５月は中止

※６月以降は区民ホール工事

のため、実施なし
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(3) シニアコンサート事業（事業費：400）

65 歳以上の音楽愛好家が出演者となり、コンサートを開

催します。 

(4) あおば美術公募展事業（事業費：950）

区民の皆様のさらなる創造意欲の向上や交流をめざし、市

民協働による青葉区らしい美術公募展を開催します。 

(5) 郷土の歴史を未来に生かす事業（事業費：100）

地域の歴史文化に区民の皆様が触れる機会を提供し、未来に

引き継ぐため、歴史に関する講座や講演会等を実施します。 

(6) AOBAデジタル・アートミュージアム（事業費：488）

HPの運営及びアート作品・文化財を巡るツアーを実施し、青

葉区のブランド力を高めていきます。 

(3) シニアコンサート事業

会場：青葉区民文化センター

ア 第 31 回コンサート

実施日：９月29日・30日

参加者：31人

来場者：214人

イ 音楽劇第２弾

★中止

ウ 第 32 回コンサート

★２日間を１日に短縮

実施日：３月10日

参加者：22人

来場者：153人

(4) あおば美術公募展事業

★中止

(5) 郷土の歴史を未来に生かす事

業

ア 歴史探訪講座 

★開催回数：６回講座のうち

３回実施 

★開催時期：10月～12月

会場：青葉区役所他

延べ参加者数：85人

イ 講演会

実施時期：11月20日

会場：公会堂

来場者：23人

(6) AOBA デジタル・アートミ

ュージアム

ア HP の運営

・過去のフォトコンテスト

入賞作品を掲載

実施時期：５月

★「おうちdeアート」（WEB

作品展）の掲載（再掲）

開催時期：12月～１月末

・「インフォメーション」

の更新(月１回)

イ アート散歩の開催

★中止
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

４ データ活用推進事業 総務課、区政推進課 

予 算 954,000円 

決 算 766,580円 

差 引 187,420円 

青葉区勢の現状・推移を統計データで明らかにした、青葉区統計

要覧「なるほどあおば2020」を発行します。また、公的データの

利活用やオープンデータ化を推進することで、区民の利便性向上

及び業務の効率化を図ります。 

(1) 「なるほどあおば2020」の発行（事業費：494）

・掲載内容：データで見る青葉区（統計資料）

・発行部数：2,000部

・発行時期：12月

(2) データ活用の推進（事業費：460）

統計要覧のデータをはじめ各種の公的なデータをオープン

データとして提供するとともに、データ活用に効果的なGIS 

（地理情報システム）を取り扱うことのできる人材の育成を

図ります。 

・職員向けGIS講習の開催など

(1) 「なるほどあおば 2020」の

発行

・掲載内容：青葉区の統計デ

ータ

・発行部数：2,000部

・発行時期：12月

(2) データ活用の推進

・GIS 操作研修

実施日 ：８月21日

参加人数：18名

・GIS 講習会

実施日 ：12月18日

参加人数：８名

・作成資料など

浸水想定区域内の支えあいカ

ード登録者の地図

（ 高齢・障害支援

課に提供） 

39



事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

５ 青葉ブランド事業 地域振興課 

予 算 1,250,000円 

決 算 1,556,500円 

差 引 ▲306,500円

青葉区が「住みつづけたい・住みたいまち」であり続けるため 

に、区内の美味しいレストラン、和洋菓子、パンなどの店舗を

区内外に青葉区の魅力として発信します。 

引き続き、青葉ブランドの認知度向上につながる広報活動、認

定店舗同士の連携やイベント開催の支援を行います。（事業費： 

1,250） 

(1) 広報活動

ア パンフレット更新：３月

イ 雑誌等への記事掲載

iTSCOM magazine（令和３年

４月号）

iTSCOM TV guide（令和３年

４月号）

テレビＣＭ制作（放映は令和

３年４月）

ウ タペストリーの制作・新市

庁舎への展示（２月）

エ 広報よこはま青葉区版へ掲

載

（５月、９月、10月、12月～

３月、令和３年４月）

オ 認定店舗紹介パネル展示：

３月

(2) 認定店舗の連携支援

★意見交換会は中止
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

６ 青葉６大学連携事業 区政推進課 

予 算 400,000円 

決 算 286,220円 

差 引 113,780円 

青葉区にある６つの大学と連携し、知的、人的資源を相互に活

用することにより、まちの魅力を高めていきます。 (事業費： 

400) 

(1) 青葉６大学連携 学長会議

・実施時期：６月

・実施回数：年１回程度

(2) 担当者会議

・実施回数：年４回程度

(3) ６大学連携講座

ア 特別連携講座：テーマを定めて区役所で実施

イ 一般連携講座：各大学で実施

※各大学１回以上実施（特別連携講座も含む）

(1)学長会議

★中止

(2) 担当者会議

実施回数：４回実施

(７月、11月、12月、３月)

(3) ６大学連携講座の開催

ア 特別連携講座

・実施日：11月29日、

12月６日 

・内容：

★各大学の特色を生かした講

座をオンラインで実施

・受講者数：６講座延べ338

人

イ 一般連携講座

・各大学で実施

★オンライン講座のリンク

を青葉区サイトに掲載

３大学166講座

７ 青葉区民まつり事業 地域振興課 

予 算 4.225,000円 

決 算 173,030円 

差 引 4,051,970円 

ふるさと意識の醸成と地域活動の促進を目的に、地域や団体間

での連携と情報共有が図られる区民参加型のまつりを開催しま

す。（事業費：4,225） 

(1) 区民まつりの実施

ア 開 催 日：11 月３日（火･祝）

イ 実施内容：テーマに沿った展示や地元団体等による

模擬店、小中学生による演奏・演技、

キャラクターショー等

ウ 参加団体：区内の学校、自治会・町内会、商店会、

ボランティア団体、民間企業 

★青葉区民まつり運営委員会にて

開催中止を決定（６月25日発表）
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

５ 自然と調和した、多世代が住みやすいまち （決算）7,842 千円 

１ 街づくり推進事業＜一部新規＞ 区政推進課 

予 算 3,117,000円 

決 算 2,684,511円 

差 引 432,489円 

地域や関連機関の声を取り入れ、効果的に街の課題解決を図

り、将来性のある街づくりを行います。 

(1) あおば街づくり連絡協議会（事業費：110）

区に関係する主要な事業者、団体、学校、メディア、各種

公共交通機関等の代表者が集まり、区内の街づくりに関する

情報や意見を交換します。 

・実施回数：年１回

(2) 青葉区まちのルールづくり連絡会（事業費：7）

区内の良好な住環境の維持・保全など地域主導のまちのルー

ルづくりへの支援を進めるため、まちのルールづくり連絡会

を開催します。

・実施時期：２月

(3) 特色を生かした区づくりの推進＜新規＞

（事業費：3,000） 

区民意識調査の結果等を踏まえ、GIS（地理情報システム）

を活用したさらなる分析や各種事業を実施するための調査等

を行います。コミュニティ・リビングについては、引き続

き、すすき野地区をモデルにして取組を進めます。 

・実施時期：通年

(1) あおば街づくり連絡協議会

★中止

・対象：区内事業者等 49 団体

★資料送付による会員間の情

報共有を実施

(2) 青葉区まちのルールづくり連

絡会

★中止

・対象：建築協定運営委員会な

ど区内まちづくり団体

（54 団体） 

(3) 特色を生かした区づくりの推

進

・区民意識調査結果についてよ

り詳細にクロス集計・分析を

行い、区WEBサイト・リーフ

レットで公開

２ 青葉シェアリングエコノミー推進事業 区政推進課 

予 算 250,000円 

決 算 179,530円 

差 引 70,470円 

限りある地域資源を有効活用しながら、地域課題を解決するた

め、民間事業者が運営するレンタルスペースのマッチングサイト

に開設した「青葉区特集ページ」の広報 PR やセミナーの開催な

ど、シェアリングエコノミーを推進します。（事業費：250） 

・HPでのPRセミナー開催

★「子育てに役立つ!!シェアリ

ングエコノミーセミナー」

WEB開催

実施日：２月20日

参加者数：34人 
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

３ 花と緑があふれる街事業 地域振興課 

予 算 1,169,000円 

決 算 895,972円 

差 引 273,028円 

花と緑があふれ潤いのある街づくりを進めるため、緑化ボラン

ティア「あおば花と緑のサポーター」の活動を支援し、また、花

壇づくりの技術向上のため研修会を開催します。

また、活動拠点やボランティア参加者の増加を図ります。 

・ボランティア支援・育成事業（事業費：1,169）

ア 活動拠点の植栽活動に対する花苗等の支援

実施回数：年２回

イ 育成・スキルアップのため研修会の開催 

実施回数：年２回

・ボランティア支援・育成事業

ア 活動拠点の植栽活動に対す

る花苗等の支援

・実施時期：５～６月、10～

11 月（実施）

イ 研修会

★実施時期：10月(実施１回)

・実施内容：美しく魅せる植

栽方法 

：土壌づくりの基礎 

４ あおば地産地消の推進 区政推進課 

予 算 500,000円 

決 算 935,514円 

差 引 △435,514円

地産地消を推進するため、区庁舎での定期的な直売等により、

区民の皆様が青葉区内の農に触れる機会を創出します。また、ポ

イントカードシステム等の実施により、地産地消の魅力を発信し

ます。（事業費：500）

(1) 青葉区産の農産物の直売「あおばマルシェ」の開催

・実施時期：通年

・実施回数：12 回（月１回）

・実施場所：区役所１階（区民ホール）

(2) ポイントカード「あおばマルシェクラブ」の配布

・実施時期：通年

・配布部数：3,000 部

(1) 「あおばマルシェ」

・実施時期：毎月第３木曜日

★令和２年４、５月、

は中止

・実施回数：８回

・実施場所：区民ホール

(2) 「あおばマルシェクラブ」

・実施時期：通年

（主にあおばマルシェ開催時）
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(3) 地産地消サポート店等によるレシピ集「あおば野菜のレシ

ピ帖」の増刷

・配布部数：5,000 部

(4) 地産地消マップの更新及び印刷

・配布部数：2,000 部

(3) 「あおば野菜のレシピ帖」の

増刷

・在庫活用のため増刷中止

(4)「地産地消マップ」 

・区内の農産物等の直売所や

地産地消サポート店の情報

を掲載したマップを更新、

印刷

-（5,000部に増刷） 

(5) 地産地消サポート店の紹介

★テイクアウトを実施してい

る地産地消サポート店の広報

を実施（４月）

５ 青葉環境エコ事業 区政推進課 

予 算 1,195,000円 

決 算 362,000円 

差 引 833,000円 

脱温暖化・省エネ行動の普及・啓発のための取組を行います。 

(1) あおばエコ講座（事業費：1,010）

ア  青葉エコ・スクール

区内の小学生及び放課後キッズクラブ等を対象にした前

講座を実施します。 

・実施時期：通年

・実施回数：５回程度

イ エコ・デイキャンプ

区内の小学生とその保護者を対象にしたエコイベントを

実施します。 

・実施時期：７～８月

ウ 区民向け講演会

身近な自然環境への関心や温暖化対策に対する意識など

を、さらに幅広く普及・啓発するための講演会を実施しま

す。 

・実施時期：10 月

(1) あおばエコ講座

ア 青葉エコ・スクール

・実施時期：６～１月

★実施回数：３回

イ エコ・デイキャンプ

★参加人数を絞って実施

（申込者数 82 人）

・実施日 ：８月２日

・実施場所：横浜市くろがね

青少年野外活動センター

・参加者数：13 人（子ど

も）、

ウ 区民向け講演会

「親子で学ぶ！環境実験パフ

ォーマーらんま先生のEcoサ

イエンスステージ」を実施

・実施日：12月12日

・参加者数：計57人（午前・

午後２回講演）

★参加人数を絞って実施
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

(2) 青葉ミツバチプロジェクト（事業費：185）

大学と連携した「ミツバチプロジェクト」で、ミツバチを

きっかけに環境について学ぶ見学会を実施します。 

・実施時期：６月

(2) 青葉ミツバチプロジェクト

★令和３年度に延期

６ 清潔できれいな街事業＜拡充＞ 地域振興課 

予 算 1,768,000円 

決 算 1,652,671円 

差 引 115,329円 

清潔できれいな街づくりを推進するため、地域の自主的な美化活

動への支援と不法投棄防止に向けた取組を行います。 

(1) 街の美化推進事業（事業費：1,768）

ア 「青葉まちの美化推進事業補助金」の交付

実施時期：８月 

イ 地域で実施される清掃活動への物的支援

ウ 青葉まちの美化推進功労者の表彰

実施時期：11 月 

エ 区民参加型クリーンアップイベント

「ハロウィンクリーンウォーク」の実施

実施時期：10 月 

オ 放置自動車及び不法投棄防止対策会議実施回数：年６回

(1) 街の美化推進事業

ア 各地区連合町内会への街

の美化推進活動及びごみネ

ットボックス設置支援

・補助金交付：９月

イ 地域清掃活動実施団体へ

のごみ袋の提供

  団体数：22団体 

ウ まちの美化活動推進功労者

表彰

★実施時期：12月～２月

（訪問による個別表彰実施）

エ 区民参加型クリーンアップ

イベント

★中止

オ 区役所、資源循環局事務所､

消防署、警察署による会議

４月は中止、９月は開

催。

６、12、１、３月は書面

による開催
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事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行実績 

７ ３Ｒ推進事業 地域振興課 

予 算 1,212,000円 

決 算 1,131,790円 

差 引 80,210円 

ヨコハマ３Ｒ夢プランの第３期目標の達成を目指し、食品ロス

の削減、プラスチック対策などを重点項目とした、ごみ削減の取

組を推進します。（事業費：1,212） 

(1) ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進

（事業費：1,212）

ア ミニ・キエーロ講習会、モニター意見交換会

実施回数：年３回 

イ ３Ｒ夢なクッキング教室、３Ｒ夢な冷蔵庫整理術

実施回数：年３回 

ウ  各種イベントや商業施設・商店街等と連携した啓発及び

各種広報媒体を活用しての３Ｒ広報

エ 自治会・町内会等での説明会、小学校での出前教室

オ  「あおば区民文庫ボックス」を活用した読書推進及び

資源の有効活用の推進

(1) ３Ｒの推進

ア ミニ・キエーロ講習会、モ

ニター意見交換会

★中止

イ ３Ｒ夢なクッキング教室、

３Ｒ夢な冷蔵庫整理術

★「３Ｒ夢な暮らし講演会」

として、３月オンライン形

式により開催

ウ 商業施設・商店街等と連携

した啓発・広報

★各種イベント中止、広報媒

体及び物品による３Ｒ広報

（９～３月実施）

エ 地域での説明会等

★小学校等での出前教室（２

月）

★実施回数の減

オ あおばリユース文庫の運営

・実施時期：通年
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物品及び委託契約における市内中小企業者への 

発注状況について（青葉区契約分） 
 
 
１ 令和２年度の市内中小企業への発注状況 

 (1) 物品 
    市内中小企業への発注率は、件数で 99.9％（昨年度比 0.2 ポイント増）、金額で 99.9％ 

   （昨年度比 2.2 ポイント増）となりました。 

    

  (2) 委託 
    市内中小企業への発注率は、件数で 99.4％（昨年度比 1.5 ポイント増）、金額で 99.8％ 

   （昨年度比 14.4 ポイント増）となりました。 

   

 

２ 令和２年度の受注機会増大に向けた取組 
   契約の相手方を選定する際に、やむを得ない場合を除き、原則市内中小企業を選ぶことを

徹底しました。 

 

 

市内中小企業者への発注状況（青葉区契約分） 
 

区分 

           契約実績 （※単独随意契約及び大規模契約を除く） 

市内中小企業契約実績  

件数 割合 
前年度か

らの増減 
金 額 割合 

前年度からの

増減 
件数 金 額 

令

和
２
年

度 

 件 ％ ポイント 千円 ％ ポイント 件 千円 

物品 1,134 99.9 ＋0.2 101,335 99.9 ＋2.2 1,135 101,487 

委託 163 99.4 ＋1.5 153,830 99.8 ＋14.4 164 154,160 

 

令
和
元

年
度 

物品 1,030 99.7 ▲0.3 90,648 97.7 ▲2.3 1,033 92,823 

委託 142 97.9 ▲0.6 160,414 85.4 ▲14.3 145 187,917 

 

※ 財政局契約部による全区局調査と同じ基準で集計しています。 

※ 「構成比率」はそれぞれの数値（件数又は金額）が契約実績に占める割合です。 

※ 各項目で四捨五入をしているため、合計値と一致しない場合があります。 

※ 「契約実績（単独随意契約及び大規模契約を除く）」は、中小企業庁が行っている「官公需契約実績額等の調査」と同様に、 

中小企業者の参入の余地がない単独随意契約及び大規模契約（政府調達協定（ＷＴＯ）対象契約）を除いたものです。 
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令和２年度　個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）における
新型コロナウイルス感染症に係る影響額とその活用



 
令和３年度 

 

 

個性ある区づくり推進費 

 

 

執 行 状 況 

 

 

 

 

 
 

 

 

資料３ 



1



2
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

１ 誰もがいきいきと、健やかに暮らせるまちづくり （予算）26,310 千円 

１ 青葉区健康長寿のまちづくり支援事業 福祉保健課 

区民の皆様が「あおばに住んで、健康、長生き！」を実感でき

るよう、青葉区の特徴を生かした、区民の皆様が身近なところで

気軽に実践できる健康づくりの取組「あおば健康スタイル」を展

開します。「運動」「食生活」「健康チェック」の３つの視点か

ら健康増進の取組を推進します。 

また、災害時における健康保健対策について、区民の皆様に普

及啓発を行います。 

(1) 健康フェスティバル事業（事業費：1,300）

保健・衛生関係団体を中心とする諸団体の参加による健康

啓発イベントを開催します。 

・実施時期：11月

(2) 健康づくり推進事業（事業費：640）

気軽に健康づくりが実践できる場や機会を紹介するパンフ

レット「あおば健康スタイルブック」を改訂し、青葉区の特

徴を生かした健康づくりの取組を発信します。

・発行部数：6,000 部

(3) ウォーキング＆ロコモ予防普及啓発事業（事業費：883）

保健活動推進員会や食生活等改善推進員会（ヘルスメイ

ト）、スポーツ推進委員と連携し、ウォーキングやロコモ予

防の普及啓発を行います。

ア 地域での活動の企画・運営支援

（ア）保健活動推進員向け研修

・研修会：年 1回

（イ）各地区での活動の企画・運営支援

・ウォーキング部会における知識・技術の共有

イ 区民向け情報提供ウォーキングマップ「毎日歩こう！ウ

ォーキング青葉」の改訂

・既存コース（17コース）：７～12月

(4) 食育推進普及啓発事業（事業費：120）

健康づくりに役立つ食を中心とした講習会を食生活等改善

推進員会に委託して開催します。 

・実施回数：年 6回

(1) 健康フェスティバル

★中止

(3) ウォーキング普及啓発事業

ア 地域での活動の企画・運営支

援

（ア）保健活動推進員向け研修 

実施時期：調整中 

（イ）地域での活動の企画・ 

運営支援（随時） 

(4) 食育推進普及啓発事業

★実施時期：調整中

※新型コロナウイルスによる影響・対応は、★印で記載しています。
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(5) 大学と進める健康増進推進事業（事業費：400）

区内大学との協定を基軸として、区民への健康増進普及を

目的に、大学の教育・研究機能を生かしながら、ウォーキン

グイベント等を連携して実施します。 

ア ウォーキングイベント：年２回

イ 健康フェスティバルでの体力測定

・実施時期：11 月

(6) 青葉区国民健康保険特定健診受診率向上事業

（事業費：101） 

保健活動推進員等と連携し、地域行事など様々な機会を活

用して受診啓発を行います。 

ア 医療機関等と連携した受診啓発

・啓発強化月間：８～９月

イ 健康フェスティバルでの啓発

・実施時期：11 月

(7) オーラルフレイル予防普及啓発事業（事業費：275）

地域での講習会の開催、地域人材の育成、地域行事やイベ

ント等でのＰＲ等により幅広く普及啓発を行います。 

(8) 防災、知ろう！健康づくり事業（事業費：679）

非常時に備え、災害時に役立つリーフレットを発行すると

ともに、口腔ケア、栄養等に関する知識の啓発講座や外国人

向けの啓発講座の開催等を行います。 

ア リーフレットの増刷

転入者配布用、講座用テキストとして活用します。

(5) 大学と進める健康増進事業

ア ウォーキングイベント

★中止

イ 体力測定

★中止

(6) 特定健診受診率向上

ア 医療機関等と連携した受診啓

発

★啓発強化月間は中止

・受診勧奨リーフレット作成

(９月予定)

イ 健康フェスティバル

★中止

(7) オーラルフレイル予防普及啓

発

・多職種研修

実施時期：１月

・地域講習会

実施回数：３回

(8) 防災、知ろう！健康づくり

事業

ア リーフレットの増刷

・災害に役立つ健康づくり

実施時期：10月（予定）

発行部数：15,000 部
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

イ 啓発活動

非常時に備え、口腔ケア、栄養等に関する知識の啓発講

座や外国人向けの啓発講座の開催等を行います。 

・実施回数：年６回程度

・会場  ：地域ケアプラザ、地域防災拠点、 

国際交流ラウンジ等 

・対象  ：子育て中の保護者、高齢者、防災関係者、 

外国人等 

・実施内容：歯科医師による講話、実習（口腔ケア、

災害時の食のレシピ紹介・試食）など 

イ 啓発講座

★実施時期：調整中

２ 子育て支援事業 こども家庭支援課 

子どもたちが健やかに成長できる青葉区であり続けるために、

地域における子育て支援の一層の充実を図ります。 

(1) つながりミーティング（事業費：22）

地域における切れ目のない子育て支援の推進に向け、妊娠

期から青少年期までの各分野における子育ての現状・課題

や、それぞれの取組について、引き続き共有する場を設けま

す。 

・実施回数：年２回

・実施場所：区役所

(2) 子育て支援ネットワーク連絡会

（乳幼児の子育て支援部会）（事業費：128）

地域の特性を踏まえ、より身近な地域でのネットワークを

構築します。 

ア 全体会

地域での子育て支援者向けの講演会を開催します。

イ 地区別連絡会

地区の特性を踏まえ、より身近な地域でのネットワークが

構築できるよう10か所程度のエリアに分けて開催します。 

・実施場所：地域ケアプラザ

(3) こどもの育ち応援事業（事業費：1,811）

幼児期の発育・発達に応じた支援を行います。

また、地域団体と協働し、青葉区の子育ての魅力を紹介し

ます。 

(1) つながりミーティング

★１回目：８月 24日

実施方法：書面開催

★２回目：２月（予定）

感染状況等によりＷＥＢ開催

を検討 

(2) 子育て支援ネットワーク連絡

会

ア 全体会

・実施時期：９月１日

・実施場所：山内地区センタ－

★定員を半分にして開催

イ 地区別連絡会

・実施時期：９月以降

(3) こどもの育ち応援事業
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

ア 親育ち講座

幼児期の発達に応じた親の関わり方の具体的な方法を学

ぶ講座を開催します。 

・実施回数：年４回

イ Welcomeあおば子育てツアー

転入者等を対象に青葉区内のまち歩きをしながら、子育

て資源や地域の魅力の紹介等のツアーを行います。 

また、子育て当事者や子育て支援者が、子育て世代の視点

で、地域の支援者とまち歩きを計画する講座を開催します。 

・ツアー実施回数：年６回

・支援者向け講座：年３～５回

ウ 子育てサポートブック

昨年度発行した、地域の資源や行政サービスをイメージ

してもらえる子育て支援の冊子を増刷します。 

・発行部数：13,000 部

・発行時期：12 月

(4) 地域育児教室（事業費：1,056）

区内 18 会場で専門職による講話・指導を行い、地域での

仲間づくりの機会の提供と初めての子育てに戸惑う保護者の

支援を行います。 

・実施回数：月１回（８月、１月を除く）×18会場

・実施場所：地区センター、地域ケアプラザ、自治会館

等、区内 18 会場 

・対象：青葉区在住の第１子の０歳児とその保護者及び妊婦

(5) 地域子育て情報提供（事業費：3,444）

子育て情報提供員が区内の子育て情報を区民の皆様に提供

します。 

・子育て情報提供員：週５日

(6) 赤ちゃん休憩室（事業費：404）

地域のボランティアと協働で、市営地下鉄あざみ野駅構内

のスペースに母子が休憩等で利用できる場を提供します。 

・開所時間：月曜～金曜（祝日含む・年末年始除く）

10 時～16時 

・実施場所：市営地下鉄あざみ野駅改札口前スペース

ア 親育ち講座

★７月 27 日

★定員を半分にして開催

イ Welcome あおば子育てツアー

・実施回数：６回（６月）

★支援者向け講座：２回（10

月予定） 

ウ 子育てサポートブック

デジタル化を検討中

(4) 地域育児教室

・実施回数：４回×18会場

★定員を半分にして開催

（6）赤ちゃん休憩室 

・利用者数：15 組/日程度
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(7) 乳幼児健診ふれあい見守り保育（事業費：477）

乳幼児健診時の待合場所における見守り保育を行います。

・実施回数：毎月７～８回（年 94回）

・実施場所：区役所

(8) パパの子育て教室（両親教室）（事業費：1,147）

出産前から父親が育児協力の重要性を理解し、産後の母親

への支援につながるよう両親教室を実施します。 

・実施回数：合計 21 回

平 日 年６回

土曜日 年 15 回

・実施場所：

平 日 区役所

土曜日 区役所、地域子育て支援拠点ラフール

(7) 乳幼児健診ふれあい見守り保

育

・実施回数：32 回

(8) パパの子育て教室（両親教

室）

・実施回数

平日  ２回（７月末時点）

土曜日 ５回（７月末時点）

３ 乳幼児健康づくり事業 福祉保健課 

乳幼児期からの健康づくりを支援するため、う蝕予防の知識及

び乳幼児期の食育について支援を図ります。 

(1) 1 歳児の歯の教室（事業費：1,019）

幼児のう蝕予防に対する知識を普及します。母子感染の観

点で保護者を対象にむし歯予測テストや実際に子どもへの歯

みがき実習を行っていましたが、新型コロナウイルスの影響

により実習は中止を予定しています。その為、講話メインに

なり会場で実施できることに制限が多いため、自宅で実施で

きる保健指導を行います。 

・実施回数及び実施場所：福祉保健センター 年９回

地域ケアプラザ等 年３回 

(2) 乳幼児の食育支援事業（事業費：1,533）＜拡充＞

乳幼児のころからの「食」を通した健康づくりの普及を図

ります。 

・離乳食スタート講座（４か月～６か月児） ：年 24 回

・離乳食教室の実施（７か月～９か月児）  ：年 12 回 

・離乳完了～幼児食の移行講座（１歳～２歳児）：年 36回

・幼児食育講座（３歳～５歳児） ：年 36 回 

(1) １歳児の歯の教室

・実施回数：

福祉保健センター ３回

(2) 乳幼児の食育支援事業

・実施回数：

離乳食スタート講座：10 回

離乳食教室：５回

離乳完了～幼児食の移行講

座：14 回

幼児食育講座：14回
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

４ 児童虐待・ＤＶ対策事業 こども家庭支援課 

 児童虐待やＤＶなど不適切養育を防止するため、児童虐待防止

対策や女性福祉相談の支援を強化します。 

(1) 児童虐待防止対策事業（事業費：1,710）

ア 児童虐待の未然防止に向けた相談が気軽に利用できる

よう、見守り保育付きの相談を行います。

・実施回数：週３回

イ 急増する児童通告や養育不安、相談へ迅速・適切に対

応できるよう、保育施設職員向け連絡会および研修会を

行います。

・一時預かり事業所連絡会、保育施設職員向け研修会

：年１回 

ウ 虐待対応の専門性を高めるため、課職員向け研修会を

実施します。

・支援強化検討会（課職員向け研修会）：年２回

(2) ＤＶ専門相談事業（事業費：370）

ＤＶや離婚に詳しい弁護士による法律相談を実施し、ＤＶ

被害者が抱える離婚や親権等の法律的問題について、専門的

知見からの支援を行います。 

・実施回数：月２回（年 24 回）

・実施場所：区役所

(3) 子ども・家庭支援相談（事業費：128）

子育てにおける育児・環境や、性格・行動などの様々な悩

みについて、幅広い相談に対応します。 

・相談者向け案内リーフレット作成

子ども・家庭支援相談の案内のためリーフレットを作成

し、保育園、学校等の関係機関を通じて広く配布します。 

作成部数：12,000 部 

発行時期：３月 

(1) 児童虐待防止対策事業

ア 見守り保育付き相談

・実施回数：52 回（７月末時点）

イ 一時預かり事業所連絡会

実施日：９月２日

★WEB 開催

ウ 支援強化検討会

実施日：８月 20 日

11 月 12 日 

(2) ＤＶ専門相談事業

・実施回数：８回（７月末時点）

・相談件数：13件（７月末時点）

(3) 子ども・家庭支援相談

・改訂版発行に向けて、内容

を検討中
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

 

５ 保育園子育てスマイル事業 こども家庭支援課 

 

 市立保育園が、妊婦や在宅で子育てをしている乳幼児の保護者 

を対象に、コロナ禍であっても「つながり」を作ることができる

育児支援を実施します。 

 

(1) 子育て応援保育園（事業費：2,507）＜新規＞ 

  ３密を避けつつ子育て支援ができるよう、集合型の育児支

援事業を終了し、ＩＣＴを活用し、育児関連動画の配信や育

児相談「子育てトーク」を実施します。 

 

ア 育児関連の動画 

（ア）レギュラー動画 

保護者向けに自宅での子育てのテクニックを紹介す 

るとともに、市立保育園の相談窓口のＰＲも盛り込み 

ます。 

・配信回数：年 12回 

   （イ）特集動画 

      子ども向けに、人気の職業をリポートします。 

   ・配信回数：年４回 

 

イ 育児相談「子育てトーク」 

Web 会議システムを利用して保育士と気軽に話し、相

談する場を提供します。 

 

 

(2) 保育所給食体験（事業費：83） 

相談、要望の多い離乳食に特化し、親子で体験することに 

より、保護者の不安の軽減を図ります。 

・提供食数：年 88 食 

・実施場所：市立保育園４園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 子育て応援保育園 

 

 

 

 

ア 育児関連の動画 

４月チャンネル開設済み 

・登録者数：298 人 

（ア）レギュラー動画 

配信５回 

・再 生 数：4,174 回 

（イ）特集動画 

配信１回（1,343 回再生） 

※協力企業：東急電鉄㈱ 

 

イ 育児相談「子育てトーク」 

・週２枠で対応中 

 

 

 

(2) 保育所給食体験 

 離乳食に特化して実施 

 実績：10 食（７月末時点） 

 ★ラフールへの出前講座実施 
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

６ 障害児支援事業 こども家庭支援課 

 障害児やその保護者が、支援者、学校、関係機関とつながり、

適切な支援を受けられるよう、「サポートファイル かけはし

（令和３年３月改訂）」や、「地域資源マップ（きらきらマッ

プ）」等を活用しながら取組を進めます。 

(1) 講演会などの啓発活動（事業費：141）

「サポートファイル かけはし」を活用し、保護者と支援

者、学校や関係機関との連携を深めます。 

また、発達時の障害等に関する市民向け講演会等を行いま

す。 

・実施回数：年２回

・実施場所：区役所等

(2) 地域資源マップ（きらきらマップ）（事業費：300）

障害児とその保護者が、より地域とつながるきっかけが得

られるよう、新規に開設した事業所の追加等、最新の情報を

掲載するため、改訂します。 

・作成部数：2,000 部

(1) 講演会などの啓発活動

・実施時期：下半期

(2) 地域資源マップ

・発行時期：３月（予定）

７ 青少年育成事業 こども家庭支援課 

青少年育成の充実を図るため、地域のソーシャルパワーを結集 

し、それぞれの活動を深めます。 

(1) 異世代交流等による青少年育成（事業費：300）

ア 異世代交流による青少年育成事業

中高生については「青少年の地域活動拠点」と連携

し、自立や成長を支援します。また、小学生について

は、拠点や青少年指導員などの関係機関と連携し、異世

代交流の機会を提供することで、健全育成を推進しま

す。 

(1) 異世代交流等による青少年育

成

ア 異世代交流による青少年育成

事業

・将棋で多世代交流

★実施時期：下半期

実施場所：区役所

対 象：

放課後キッズクラブ、青少

年指導員、中学校将棋部

・夏休みの学習サポート教室

実 施 日：８月 23 日 

８月 25 日 

実施場所：あおばコミュニ 

ティ・テラス 

対  象：小学生 

支 援 者：中学生、高校生 

大学生等 
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

イ 学齢期保護者のつながりづくり＜新規＞

小１の壁の不安軽減につながる講演や参加者同士の交

流を通じて、孤立しない子育て環境づくりを推進しま

す。 

(2) 青少年支援部会の運営（事業費：7）

関係機関・団体等の代表からなる「青少年支援部会」を開

催し、各団体間の連携促進による一層の青少年支援を図りま

す。 

・実施回数：年４回

・実施場所：区役所

イ 学齢期保護者のつながりづく

り

・実施日：９月 25日

・実施場所：WEB 及び区役所

(2) 青少年支援部会の運営

★第１回：８月２日

８ 地域包括ケアシステムの推進 高齢・障害支援課 

今後到来する超高齢社会、また、閉じこもりがちなコロナ禍に

おいても、高齢者が住み慣れた地域で健やかに安心して暮らせる

よう、関係機関や民間事業者との連携の促進や ICT を活用した普

及啓発や地域とつながりを持てる環境づくり等により、「地域包

括ケアシステム」の取組を推進します。 

(1) 健康づくり・介護予防事業（事業費：635）

ア 介護予防推進事業

要介護認定の伸びを抑えるため、動画やオンライン講座

を組み合わせながら、広く介護予防の普及を図ります。 

（ア）ハマトレの普及啓発チラシ作成 

・発行部数：1,500 部

・発行時期：12 月

（イ）啓発リーフレット「ライフ 100BOOK」の増刷及び配 

  布 

イ 健康づくり・介護予防連絡会の開催

健康寿命延伸等を目指して、地域ケアプラザ、三師会、

行政委嘱委員、ボランティア、民間事業者等で構成される

健康づくり・介護予防等連絡会を開催し、地域課題の共有

を図り連携を強化します。 

・健康づくり・介護予防連絡会の開催：年２回

ウ 高齢者のいる世帯への包括的支援連絡会の開催＜拡充＞

いわゆる８０５０問題を含め、多世代にわたって支援を

必要とする世帯の支援を検討するため、関係各課及び関係

機関との連絡会を開催し、研修や実態把握を行います。 

・連絡会の開催：年２回

(1) 健康づくり・介護予防事業

イ 健康づくり・介護予防連絡会

の開催

★開催方法について検討中

ウ 高齢者のいる世帯への包括的

支援連絡会の開催

支援者向け研修 

・実施時期：９月以降（予定）

・実施場所：区役所
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(2) 医療・介護連携事業（事業費：540）＜拡充＞

医療・介護連携の促進

医療・介護連携「顔の見える場つくり会議」を開催し、連

携強化に向けた検討・情報共有をオンライン方式も活用し、

行います。 

・「顔の見える場つくり会議」の開催：年６回

・内容

人生の最終段階で希望する医療に関する取組

多職種連携による支援のための情報共有 等

(3) 認知症施策推進事業（事業費：175）

ア 青葉区高齢者安心ネットワーク

認知症等による高齢者の徘徊の早期発見・支援のため

に、発見協力機関の拡充に取り組みます。 

・新規協力機関の発掘

・認知症サポーター養成講座の実施：年 50回

・青葉区高齢者安心ネットワーク連絡会の開催：年１回

イ 認知症初期集中支援チームの支援

青葉区認知症初期集中支援チームの活動支援を行いま

す。 

・認知症初期集中支援チーム会議の開催：年 12 回

(4) シニアの社会参加推進事業（事業費：1,040）

シニアの生きがいづくりやかがやきクラブ青葉の活性化を

支援します。 

ア 高齢者生きがいづくり支援事業

「かがやきクラブ青葉」（青葉区老人クラブ連合会）が

行う、高齢者の生きがいづくりや仲間づくりに資する活動

を支援します。 

・シニアいきいき芸能大会

実施時期：11 月 

イ 敬老祝品贈呈事業

区内最高齢者に区から祝状を贈呈します。

・実施時期：敬老月間（９月）

ウ 区内ボランティア団体のＩＴ活用支援事業＜新規＞

コロナ禍においても、活動の一部を続けられるよう、

Web 会議システム等の活用に関する研修講師の派遣を実施

します。 

・実施時期：通年

・実施場所：区内

(2) 医療・介護連携事業

顔の見える場づくり会議の開

催 

・対象：区内医療・介護事業所

・開催回数：２回（５、７月）

（WEB 開催） 

(3) 認知症施策推進事業

ア 青葉区高齢者安心ネットワー

ク

（ア）認知症サポーター養成講

座の実施

★実施回数：５回

（イ）青葉区高齢者安心ネット

ワーク連絡会

・実施時期：２月（予定）

・実施場所：区役所

イ 認知症初期集中支援チームの

支援

・実施場所：横浜総合病院

・会議の開催：５回

(4) シニアの社会参加推進事業

ア 高齢者生きがいづくり支援

事業

・シニアいきいき芸能大会

★中止

イ 敬老祝品贈呈事業

・対象者の確認：７月

★祝状の贈呈：９月郵送予定

ウ 区内ボランティア団体のＩＴ

活用支援事業

  ZOOM 体験講座の開催 

・実施回数：４回

・実施場所：地域ケアプラザ
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(5) 高齢者支援事業（事業費：360）

ア 福祉保健サービスガイド作成

介護保険外サービスや区独自事業等を一冊にしたガイド

を作成し、制度等の理解を促進し、適切なサービス利用に

繋げます。 

・発行部数：4,500 部

・発行時期：８月

イ 民間の生活支援サービス事業所紹介冊子の作成＜新規＞

高齢者を支援するケアマネージャー向けに作成します。

・発行部数：400 部

・発行時期：12 月

９ 障害者ふれあい事業 高齢・障害支援課 

当事者・支援者・地域の方々がコロナ禍においてもつながり続

け、地域の支え合いによる障害者支援の充実及び障害者の社会参

加を支援します。 

(1) ふれあい農園（事業費：140）

障害者と区民ボランティアの農を通じた交流を支援しま

す。 

・実施時期：通年（毎週木曜日）

・実施場所：農園所在地 下谷本

・交流行事：収穫祭（年１回）

(2) 障害者交流レクリエーション大会（事業費：280）

区社協や当事者団体、障害者施設等と共に、障害者、区民

の皆様の交流機会をつくり、障害理解、共生について啓発を

行います。 

・実施時期：12月

・実施場所：調整中

(3) 精神保健福祉普及啓発事業（事業費：260）

専門的な知識と経験を有する生活支援センターと共催で、

精神保健福祉に関する普及啓発をICTも活用して行います。 

ア 区民向け普及啓発講演会

精神疾患に関する区民の皆様の理解促進を図ります。

・実施時期：年１回

イ 支援者向け精神保健福祉講演会

区内相談支援事業所、訪問看護ステーション、医療機関

等の支援者向けに、専門知識の講演会を開催します。 

・実施時期：年１回

(1) ふれあい農園

・畑作業（通年）

・収穫祭

★開催の可否、方法について検

討中

(2) 障害者交流レクリエーション

大会（青葉ふれあいまつり）

★中止

(3) 精神保健福祉普及啓発事業

ア 区民向け普及啓発講演会

・実施時期：２月（予定）

・テーマ:依存症について

イ 支援者向け精神保健福祉講演

会

  実施日：11 月 18 日（予定） 

  テーマ：セルフマネジメント 
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(4）自主製品販売促進事業（事業費：220）

障害者施設が作る自主製品販売の機会を拡大するため、専

門家のアドバイスを受け、その取組を ICT も活用して発表し

ます。 

（AOBAlution ファンミーティング） 

・実施回数：年１回

・内容：障害者施設で作る自主製品の販売、取組発表

(5) 重症心身障害児者に関する普及啓発事業（事業費:150）

重症心身障害児者や医療的ケアが必要な方が地域で安心・

安全に暮らし続けられるよう、当事者の生活について理解を

深める普及啓発の講演会を行います。 

・実施回数：年１回

・内容：重症心身障害児者と地域の暮らしについて

(4) 自主製品販売促進事業

★自立支援協議会を主体とした

AOBAlution の取組は休止

(5) 重症心身障害児者に関する普

及啓発事業

  実施日：12 月 26 日（予定） 

実施場所：アートフォーラム

あざみ野 

内容：映画上映会 

10 快適で衛生的な暮らし支援事業 生活衛生課 

 日常生活で最も身近なものである、食品、医薬品、居住環境、

ペットなどについて、コロナ禍においても区民や事業者等が快適

で衛生的な暮らしが確保できるよう、事業者への効果的な監視指

導や検査、区民の皆様等へタイムリーな情報提供や啓発に取り組

み、安全安心の支援を行います。 

(1) 食品衛生関係等普及啓発事業（事業費：392）

飲食店や家庭、地域行事等における食中毒などの食品事故

発生防止のため、自主衛生管理を推進します。 

また、社会福祉施設、食事サービス実施団体等に対し、衛

生管理支援を行います。 

ア 食品衛生講習会

(ア) 実施時期：７月及び 11月（４～５回）

対象者 ：食品衛生責任者

(イ) 実施時期：随時

対象者 ：食事提供ボランティア

(1) 食品衛生関係普及啓発事業

ア 食品衛生講習会

・実施日：

７月６、８、14 日 

（102 人参加） 

11 月８、10 日（予定） 

・実施場所：区役所

・対象者：食品衛生責任者

など 

★事前申込制とし、各回の人数

を平準化
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

イ 営業者、区民等への食中毒予防啓発、自主衛生管理推進

・実施時期：随時

・パネル展、チラシ配布、広報よこはま青葉区版掲載等

ウ 高齢者施設、保育所、高齢者食事サービス実施団体、こ

ども食堂への簡易キットを利用した衛生管理支援

・実施時期：随時

エ 新型コロナウイルス感染症予防のための環境対策支援

＜新規＞

社会福祉施設等への適切な消毒法や換気について、講習

会等を実施し、感染予防の支援を行います。 

(2) 動物の適正飼育推進事業（事業費：294）

犬猫の飼育にかかるトラブルの減少と健康的な終生飼育が

行われるよう、適正飼育に関する啓発、相談を実施します。 

ア 犬猫の適正飼育に関する相談対応（通年）

・配布用啓発チラシの作成

イ 広報よこはま青葉区版によるマナー啓発

イ 食中毒予防啓発

・広報よこはま青葉区版掲載

実施時期：６月号

掲載内容：食中毒予防啓発

・パネル展

区役所：７月 28日

～８月４日 

山内図書館：８月 24日 

～９月 13日 

ウ 高齢者施設等への衛生管理支

援

保育所ノロウイルス対策研修 

  実施日：７月12日（区役所） 

  参加人数：12人 

エ 新型コロナウイルス感染症予

防のための環境対策支援

形を変えて実施予定 

(2) 動物の適正飼育推進事業

ア 犬猫の適正飼育相談対応

・個別相談：随時

・広報車によるマナー啓発

実施：８月から

イ マナー啓発

・広報よこはま青葉区版掲載

実施時期：８月号

・あおバリューラジオで啓発

実施時期：８月

11 地域での読書活動推進事業 こども家庭支援課 

青葉区民読書活動推進目標の実現に向け、図書館、地区センタ

ー等と連携しながら、本に親しむ環境作りに加え、区内の施設や

読書活動ボランティア同士の連携を図ります。 

(1) 広報啓発（事業費：48）

広報よこはま青葉区版、ホームページ、チラシや青葉区読

書施設ガイドにより、本と出会える場所やイベントの周知を

行います。 

(1) 広報啓発

広報よこはま青葉区版（11月

号）、ホームページによる活動

ＰＲ 
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(2) ネットワークづくり等（事業費：161）

区内の施設や活動団体のつながりを深める会議などを開催

します。また、区内14施設に対し、蔵書の充実を図ります。 

(3) 講座の開催（事業費：106）

施設やボランティア団体と連携し、読書活動推進に関係す

る講座を開催します。 

・実施回数：年１回

(2) ネットワークづくり等

読書関係団体交流会

・実施時期：11月（予定）

・実施場所：山内図書館

(3) 講座の開催

・実施時期：１月（予定）

２ 安全で安心して暮らせるまちづくり （予算）34,642 千円 

１ 青葉区防災の街づくり事業 総務課、福祉保健課、生活衛生課 

区防災計画に基づき、「災害時の防災協定」、「災害に強い人

づくり」、「医療救護等の対策」、「避難者対策」、「災害時ペ

ット対策」に重点をおき、地域防災力の向上を目指します。あわ

せて、「減災」及び「自助・共助」の考え方を区民の皆様に周知

します。 

 令和３年度は、大規模災害に備え、区民向けの啓発及び避難所

運営機能を強化します。 

(1) リモート型防災啓発事業（事業費：1,000）＜新規＞

地震発生後の仮想の災害状況をオンラインで配信し、災害

時に必要となる避難行動や知識を学べるリモート型の防災イ

ベントなどを通じて、自助・共助の啓発を強化します。 

(2) 「青葉区民防災必携」の改訂（事業費：3,000）

青葉区内の「土砂災害特別警戒区域」や、感染症対策を踏

まえた避難行動などを盛り込んだ内容へ改訂します。 

(3) 地域向け防災講座（事業費：180）

洪水浸水想定区域内の自治会・町内会・地域住民の方等を

対象とした防災講座を実施します。そこから、居住地域の情

報や災害に備えるための行動等を学んでいただき、自助意識

の向上を図ります。 

(1) リモート型防災啓発事業

・実施時期：２月（予定）

(2) 「青葉区民防災必携」の改訂

・データ作成時期：３月（予定）

令和４年度、市の浸水ハザー

ドマップと合わせて全戸配布

予定

(3) 地域向け防災講座

★実施時期：２～３月（予定）
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(4) 避難所運営機能強化（事業費：2,004）

地域防災拠点を活用して、感染症対策を踏まえた避難所運

営の研修を実施します。このほか、通信用端末を新たに地域

防災拠点へ配備し、災害時における避難所の情報伝達機能を

強化します。 

(5) 危機管理対策（事業費：2,327）

区災害対策本部運用訓練を実施し、災害時の危機管理対策

能力の向上を目指します。また、地域防災拠点の資機材保守

や防災協定機関合同訓練を実施します。 

ア 新採用職員、青葉区転入職員に対する研修

実施時期：４～８月

イ 生活資機材講習

実施時期：８月

ウ 緊急地震速報対応訓練

実施時期：９月 

エ 防災協定機関合同訓練

実施時期：10月

オ 区災害対策本部運用訓練

実施時期：１月

(6) 定点診療拠点整備事業（事業費：396）

震度６弱以上の地震が観測された場合、12 か所の「定点診

療拠点」を開設し、身近な場所で軽症者の応急医療を受けら

れるよう物品を整備します。また、青葉区の災害医療体制を

充実するための研修会を開催するほか、関係者を集め開設・

運営について検討する準備会を開催するなど、定点診療拠点

の体制整備・充実のための検討を進めます。 

ア 防災物品整備

イ 災害医療連絡会：年１回

ウ 災害医療研修会：年１回

(4) 避難所運営機能強化

ア 地域防災拠点運営委員会連絡

協議会総会

★書面開催及び動画配信形式

・実施時期：６月

イ 感染症対策を踏まえた避難所

運営研修

★動画配信形式

実施時期：９月

ウ 通信用端末配備

配備時期：７月

(5) 危機管理対策

ア 新採用職員等研修

★各課で実施（４月）

イ 生活資機材講習

★実施時期延期：12 月

（予定） 

(6) 定点診療拠点整備事業

ア 防災物品整備

・実施時期：１月～３月予定

イ 災害医療連絡会

・実施時期：３月

ウ 災害医療研修会

★実施方法含め検討中
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(7) 災害時のペット対策（事業費：107）

災害時のペット対策を推進するため、飼い主への周知啓発

を実施します。また、地域防災拠点でペット受入れのルール

化に向けた働きかけや支援を実施します。 

ア 飼い主向け

災害時に向けて日頃の備えに関する啓発を窓口、ホー

ムページや広報紙を活用して実施します。 

イ 地域防災拠点等への取組支援・啓発

ペット同行避難を推進するため、地域防災拠点運営員

会等でペット受入れのルール化支援や説明を行います。

また防災訓練等において、拠点訓練参加者への啓発を行

います。 

(7) 災害時のペット対策

ア 飼い主向け啓発

・窓口展示コーナー（通年）

実施内容：啓発品展示

・展示スペースでのパネル展

実施期間：９月 27 日

～10月１日 

・健康フェスティバル

★中止

実施内容：パネル等展示

・広報よこはま青葉区版掲載

実施時期：９月号

イ 拠点等での取組・訓練支援

・動画による運営委員会研修

実施時期：６月

・拠点訓練の支援

実施拠点：10拠点（予定）

２ 災害時要援護者地域支えあい事業 福祉保健課、高齢・障害支援課 

災害時に一人では避難が困難な高齢者や障害のある方などの安

否確認や避難誘導が、近隣の助け合いにより行えるよう、あらか

じめ要援護者の情報を登録し、地域がその情報を共有するための

仕組みである「あおば災害ネット」を推進します。また、災害時

要援護者の受入訓練を支援します。 

(1) 支えあいカードの登録促進（事業費：1,063）

「支えあいカード」未登録の要援護者に対して、様々な方

法で周知を図り、登録を促進します。また、登録された方

全員に「支えあいカード」を保管するための「あんしん情

報ボトル」を配付します。 

ア ダイレクトメール

・発送時期：１月

・対象者数：約 2,000 人

・対象：災害時要援護者名簿のうち令和３年度新規掲載者

(1) 支えあいカードの登録促進

・支えあいカード登録者数

3,138 人（R3 年３月末時点）
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

イ チラシ印刷（増刷）

・印刷部数：20,000 部

・発行時期：１月

ウ あんしん情報ボトルの購入

・購入数：1,000 個

(2) 個人情報活用研修（事業費：45）

あおば災害ネットの担い手が適切に個人情報を活用し、取

組を円滑に進めるための研修を実施します。 

・実施回数：年１回

・対象者 ：自治会・町内会役員、民生委員児童委員、

地域防災拠点運営委員 

(3) 災害時要援護者訓練支援（事業費：52）

福祉避難所において、災害時要援護者の受入訓練を実施し

ます。また、地域防災拠点での災害時要援護者の受入訓練を

支援します。 

ア 福祉避難所訓練

・実施回数：年１回

イ 地域防災拠点災害時要援護者受入訓練

・実施時期：９～２月

(2) 個人情報活用研修

★実施方法、時期は検討中

(3) 災害時要援護者訓練支援

ア 福祉避難所訓練

★実施方法、時期は検討中

イ 地域防災拠点災害時要援護者

受入訓練

★実施方法、時期は検討中

★地域防災拠点運営委員会連絡

協議会（６月書面開催）に

て、要援護者の訓練参加事例

を紹介

３ 地域防犯支援事業 地域振興課 

自治会・町内会や学校、商店街等が連携して行う自主的な防犯 

活動が継続して行われるよう支援します。 

また、犯罪発生状況に応じた啓発により防犯対策を強化し、地 

域、関係機関と一体となった「安全・安心な街づくり」を推進し 

ます。 

(1) 自主的防犯活動団体への支援（事業費：556）

自治会・町内会や学校、商店街等が連携して行っている自

主的防犯活動に対し、防犯パトロール等に必要な物品（のぼ

り旗・腕章・ベスト等）の支援を行います。 
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(2) 区民の防犯意識向上のための啓発事業（事業費：1,231）

多発する特殊詐欺や空き巣をはじめとした窃盗事案等、犯

罪発生状況に応じた注意喚起チラシ等の作成・配布、啓発活

動等を行います。 

(2) 区民の防犯意識向上のため

の啓発

警察や関係機関と連携したイ

ベント等での啓発 

★４～７月は中止し、８月以降

実施予定

４ 区民サービス向上事業 総務課、戸籍課 

窓口サービスのレベルを維持・向上するために、定期的かつ継 

続的に研修を実施し、改善等を図ります。 

(1) ・ＥＳ向上研修等（事業費：650）

ア 全体研修

窓口サービスの維持・向上を目的に、引き続き外部講師

によるＣＳ・ＥＳ向上研修を実施します。 

・実施時期：８～12 月

※ＣＳ：顧客満足度、ＥＳ：職員満足度

イ 各課での取組

各課から選出したＣＳ・ＥＳリーダーを中心に、窓口職

場の実情に応じたサービス改善のために外部講師から直接

アドバイスを受ける機会を設け、サービスのレベルアップ

に取り組みます。

・実施時期：６～３月

(2) 人権啓発講演会（事業費：128）

区民の皆様や職員を対象とした人権啓発講演会等を実施し

ます。 

・実施時期：９月

(3) おくやみハンドブック作成事業（事業費：400）

身近な方が亡くなった際に必要な区役所内外の各種手続き

を、一覧でまとめた冊子を配布します。 

・配布部数：3,500 部

・配布場所：青葉区役所（戸籍課窓口、区民ホール）

(1) ＣＳ・ＥＳ向上研修等

ア 全体研修

（ア）責任職向け研修

（イ）職員向け研修

・実施時期：8～12月（予定）

イ 各課での取組

（ア）ＣＳ・ＥＳリーダー選出

・選出時期：６月

（イ）各課の課題検討・改善 

★実施時期：８～３月（予定）

（ウ）外部講師によるアドバイス 

★実施については検討中

(2) 人権啓発講演会

★実施方法、時期について調整

中

(3) おくやみハンドブック作成事

業

・印刷部数

★10月 1,800 部（予定）

★２月 1,700 部（予定）
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(4) 戸籍課窓口の混雑対策（事業費：1,710）

戸籍課窓口において転出入業務が集中し、来庁者及び入電

数が増加する時期に、電話応対の一部を専門スキルを有する

業者に委託し、電話応対に要していた職員を窓口応対に充て

ることや、混雑状況をモニター表示することなどにより、来

庁者の待ち時間の短縮につなげ、住民サービスの向上を図り

ます。 

・実施時期：４〜５月、３月（電話オペレーター）

(4) 戸籍課窓口の混雑対策（電話

オペレーター設置）

・４〜５月の設置日数 39 日間

・３月設置日数 22日間(予定)

５ 利用しやすい区役所づくり事業 総務課 

安全で快適な区庁舎の環境整備を図り、区民が利用しやすい区

役所にするため、新型コロナウイルス感染症対策物品の整備や区

庁舎等の環境整備等を実施します。 

(1) 新型コロナウイルス感染症対策物品整備（事業費：2,600）

＜新規＞

区庁舎内における新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、来庁者と職員向けのマスク・消毒液等、必要な物品を整

備します。 

(2) 区庁舎等の環境整備（事業費：8,992）

快適で居心地の良い区役所を目指し、庁舎内の照明 LED 化

やトイレの利便性向上など、庁舎内の環境改善を図ります。 

(1) 新型コロナウイルス感染症

対策物品整備

  アクリルパーテーション整備 

・整備時期：４～５月

(2) 区庁舎等の環境整備

ア 照明の LED 化

・実施時期：11～３月

イ トイレの利便性向上

・実施時期：10～３月

６ 交通安全対策事業 地域振興課 

区内の交通事故を減少させ、交通マナーの向上を図るため、広

報活動や交通安全ポスターコンクール等を通じて、交通安全の啓

発を行います。 

(1) 青少年交通安全教育推進事業（事業費：505）

児童・生徒が交通事故に遭わないような気付き、きっかけ

作りにつながるリーフレットを作成し、区内小学校・中学校

へ配布することにより、交通安全の啓発に活用していただき

ます。 

(1) 青少年交通安全教育推進事業

区内公立小学校２年生、４年

生、６年生及び区内公立中学校

２年生を対象に「交通安全リー

フレット」を配布（７月） 
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(2) スクールゾーン対策協議会（事業費：4,426）

児童の登下校時の安全を守るため、通学路の危険箇所の調

査点検等を行う小学校スクールゾーン対策協議会への活動助

成及び路面標示等の設置、補修等を行います。 

(3) 青葉区交通安全対策協議会（事業費：354）

交通安全知識の向上を図るため、区内交通安全関係団体で

構成される協議会総会及び幹事会を開催し、区交通安全功労

者の表彰を行います。また、区内小学生交通安全ポスターコ

ンクールを行い、交通安全意識の啓発を図ります。 

(2) スクールゾーン対策協議会

・30校のうち 25 校は書面によ

る開催 

・実施時期：６～７月

・要望箇所：67 箇所

(3) 青葉区交通安全対策協議会

ア ポスターコンクール

ポスター募集：７～９月

表彰式：12 月（予定）

イ 総会の開催

実施時期：３月（予定）

７ 清潔できれいな街事業 地域振興課 

清潔できれいな街づくりを推進するため、地域の自主的な美化活

動への支援と不法投棄防止に向けた取組を行います。 

(1) 街の美化推進事業（事業費：1,768）

ア 「青葉まちの美化推進事業補助金」の交付

実施時期：８月

イ 地域で実施される清掃活動への物的支援

ウ 青葉まちの美化推進功労者の表彰

実施時期：11 月

エ 区民参加型クリーンアップイベント

「ハロウィンクリーンウォーク」の実施

実施時期：10 月

オ 放置自動車及び不法投棄防止対策会議

実施回数：年６回

(1) 街の美化推進

ア ９月中旬交付（予定）

オ 放置自動車及び不法投棄防止

対策会議

★４月､６月は書面開催。

８ ３Ｒ推進事業 地域振興課 

ヨコハマ３Ｒ夢プランの第３期目標の達成を目指し、食品ロス

の削減、プラスチック対策などを重点項目とした、ごみ削減の取

組を推進します。 
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(1) ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進

（事業費：1,132）

ア ミニ・キエーロ講習会、モニター意見交換会

実施回数：年３回

イ ３Ｒ夢なクッキング教室、３Ｒ夢な冷蔵庫整理術

実施回数：年３回

ウ 各種イベントや商業施設・商店街等と連携した啓発及び

各種広報媒体を活用しての３Ｒ広報

エ 自治会・町内会等での説明会、小学校での出前教室

オ 「あおば区民文庫ボックス」を活用した読書推進及び

資源の有効活用の推進

(1) ３Ｒの推進

ア ミニ・キエーロ講習会、モニ

ター意見交換会

★６月実施予定を下半期に延期

イ ３Ｒ夢なクッキング教室・３

Ｒ夢な冷蔵庫整理術

★６月実施予定を下半期に延期

ウ 商業施設・店街等と連携した

啓発

・実施場所：青葉台東急スクエ

  ア他 

★11 月実施で調整中

エ 地域での説明会等

・自治会 町内等での説明

・小学校等での出前教室

★下半期実施に向け調整中

３ さまざまな人や地域の活力を高めるまちづくり  （予算）26,576 千円 

１ 地域における起業等支援事業 高齢・障害支援課 

横浜市と東急（株）との「次世代郊外まちづくりの推進」に関

する協定に基づく取組と連携し、オンライン講座等により新たに

力を発揮したい人や起業等に向け準備中の人を対象にしたきっか

けやつながりづくりを進め、地域における起業等を総合的に支援

します。 

(1) セミナー等の開催

ア テーマ型啓発イベントの実施

実施回数：年３回程度

実施時期：通年

イ 連続起業セミナーの実施

実施回数：年１回

実施時期：９月～12月

(1) セミナー等の開催

ア テーマ型啓発イベント

★中止

イ 連続起業セミナー

9月 25日～開催予定
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青 葉 区 
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(2) 起業相談室の開催

実施回数：月１回程度

実施時期：通年

(3) プロボノ実践講座の実施

特技や経験を生かしたボランティア「プロボノ」と支援を

必要とする団体とのマッチング及び団体支援 

実施回数：年１回 

実施時期：８～12 月 

(2) 起業相談室

・実施時期：９月以降（予定）

(3)プロボノ実践講座

・実施時期：9月 3日～

1月（予定） 

２ 区民活動支援センター事業 地域振興課 

区内の市民活動や生涯学習を総合的に支援するため、相談・コ

ーディネートや活動団体・講師等の情報提供のほか、市民活動・

生涯学習推進に関する事業を実施します。 

(1) 相談・コーディネート、情報収集・提供

（事業費：1,610）

ア 市民活動・生涯学習に関する相談を受け付け、区内で活

動する団体や生涯学習に関する講師等について、情報提供

及びコーディネートを行います。

イ 活動に役立つ情報や地域の活動団体情報をまとめた情報

紙「Info まち活」等を発行します。（毎月１回）

(2) 市民活動・生涯学習支援（事業費：1,016）

市民活動に関する交流会「まち活カフェ」や活動団体・登

録講師 PR パネル展示、登録講師体験講座「まち活トライア

ル」等を実施し、市民活動や生涯学習に関心のある区民の皆

様に活動を始めるきっかけをつくるとともに、活動の活性化

を図ります。

(1) 相談・コーディネート、情報

収集・提供

ア 窓口・電話・メール等で対応

件数 ４月：25件

５月：23件 

６月：19件 

７月：23件 

イ 情報紙｢Info まち活｣発行

・発行：毎月 1日

・部数 1,500 部／月

・メールマガジンによる配信

255 件／月

(2) 市民活動・生涯学習支援

ア 交流会

（ア）「まち活カフェ Zoom」

・実施時期：６月 17 日（８

人）、９月、１月

（予定） 

（イ）「まち活おしゃべりタ

イム」

・実施時期：４月 22 日（12

人）、12月（予

定） 

・実施場所：区民活動支援セ

ンター 
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青 葉 区 
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(3) 交流イベント等の開催（事業費：514）

ア 市民活動・生涯学習に携わる様々な分野で活動している

人や団体を対象とした交流イベント「まち活フォーラム」

を開催し、交流や情報交換を促し、活動を広げる場としま

す。

イ 活動を広く区民の皆様に PR する発表の場として「まち

活フェス」を開催します。

(4) コーディネート機能強化（事業費：250）

アドバイザーによる継続的な指導・助言により、コーディ

ネート機能強化を図ります。 

イ まち活ギャラリー展示

（団体・登録講師の活動紹介

スペース） 

・実施時期：随時

ウ 「まち活トライアル」

★「まち活フェス（活動団

体・登録講師の動画紹介）に

統合

・実施時期：２月（予定）

エ 市民活動支援講座

（ア）「Zoom 会議体験講座」

・実施日 ：５月 27 日

６月３日 

・参加者：延べ 30人

・実施場所：区役所会議室・

区民活動支援センター  

（イ）「You Tube 動画作成講

座」 

・実施時期：９月８日、22

日(予定) 

・実施場所：あおばコミュニ

ティ・テラス(予

定) 

(3) 交流イベント等の開催

ア 「まち活フォーラム」

（交流イベント）

・実施時期：３月（予定）

イ 「まち活フェス」

（活動団体・登録講師の動画

をオンラインで紹介）

★（再掲）「まち活トライア

ル」と併せて実施

・実施時期：２月（予定）

(4) コーディネート機能強化

・アドバイザーによる研修、ミ

ーティング等の実施

実施回数：研修１回

ミーティング６回(予定)

その他随時相談
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青 葉 区 
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３ 地域福祉保健推進事業 福祉保健課 

住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指

し、地域と協働して課題解決に取り組み、身近な地域で支えあい

の仕組みづくりを進めることを目的に、第４期地域福祉保健計画

（令和３年度～令和７年度）を策定、推進します。 

(1) 地域福祉保健推進会議（事業費：84）

区内福祉保健関係機関の代表者が集まり、地域福祉保健事

業の情報共有・意見交換及び地域福祉保健計画の推進状況の

報告を行います。  

・実施回数：年２回

(2) 地域福祉保健計画策定委員会（事業費：33）

地域福祉保健推進会議の分科会として、地域活動団体代

表、学識者経験者などで構成する計画策定委員会を設置し、

第４期計画の検討・策定を行います。  

・実施回数：年２回

(3) 福祉保健活動事例発表会（事業費：220）

第４期計画の周知をするとともに、地域の福祉保健活動の

活性化のため、発表会を開催します。 

・実施回数：年１回

(4) 第４期計画策定・推進（事業費：1,393）

第４期計画の策定に向けて、地区別推進会議の実施等を通

じて、第４期計画を策定します。（１月） 

  また、引き続き若い世代に向けて地域福祉保健計画をＰＲ

します。 

ア 地区サポートチーム研修（年２回）

イ アドバイザー派遣

ウ 啓発パンフレット作成

エ 第４期計画冊子・概要版作成

(1) 地域福祉保健推進会議

・実施時期：８月、３月（予

定） 

(2) 地域福祉保健計画策定委員会

・実施時期：７月、２月（予

定） 

(3) 福祉保健活動事例発表会

・実施時期：２月（予定）

(4) 第４期計画策定・推進

ア 地区サポートチーム研修

実施日：５月 20 日

※２回目は調整中
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(5) あおばデビュー応援セミナー(事業費：563)

区社協や地域ケアプラザとも連携しながら、よりボランテ

ィア等の担い手育成にも重点をおいたプログラムとなるよう

講座内容を充実させ、実施します。 

(6) 青葉ふれあい見守り事業（事業費：201）

概ね 70 歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯

等を、地区民生委員が中心となり保健活動推進員等と協力し

て、月に 1 回程度の訪問や見守り活動を実施します。 

・対象世帯数：約 1,500 世帯

・全体研修会：年１回

(5) あおばデビュー応援セミナー

・全５回（予定）

実施時期：９月から１１月

(6) 青葉ふれあい見守り事業

・全体研修会

実施時期：未定

・代表者会議

実施時期：７月、２月

（予定） 

・見守り活動の実施（随時）

４ あおば地域サポート事業 区政推進課 

人と地域のつながりづくりにより、地域課題の解決を図り、

「住みつづけたい・住みたいまち」青葉の実現を目指します。 

(1) 人と地域のつながりづくり（事業費：520）＜拡充＞

講座や座談会などの交流の場を設けることや、地域活動の

広報を実施するなど様々な手法を用いて、人と地域のつなが

りをつくります。 

ア 地域とつながる交流会（仮）＜新規＞

地域で活動することを考えている又は既に活動してい

る人・団体・事業者が、活動報告や意見交換などを通じ

て、相互につながることができる場を設けます。 
・実施時期：通年

イ 区民利用施設交流会

・実施時期：９月

ウ 青葉区地域力応援通信「あおばいろ」

・発行部数：2,000 部

・発行時期：３月

(2) あおば地域サポート補助金（テーマ型）（事業費：3,000）

区役所が設定するテーマに基づいた地域活動に対して補助

金を交付することにより、区民の課題解決の取組を支援しま

す。 

・募集時期 ：令和３年２月～５月

・補助金交付：７月

(1) 人と地域のつながりづくり

★下期開催予定

イ 区民利用施設交流会

・実施時期：９月（予定）

★オンラインでの開催を検討

(2) あおば地域サポート補助金

・テーマ

人と地域のつながりづくり

・交付件数：２件

・補助金交付：８月
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

５ 商店街活性化・中小企業振興事業 地域振興課 

商店街活性化について、各商店会と意見交換を実施しながら、

各種団体と連携しやすくなるよう情報提供し、商店街イベントを

一層支援するとともに、積極的な広報、PRを行います。また、中

小企業振興について、地域や企業と連携した、女性起業家支援イ

ベントを引き続き実施するとともに、区内中小企業の支援につな

がる情報提供、パネル展示などを行います。 

(1) 商店街活性化事業（事業費：445）

区全体の商店街活性化につながるよう、商店街連合会が実

施する事業に補助を行います。 

(2) 中小企業振興事業（事業費：500）

女性の起業支援イベントや区内中小企業のPR につながる

パネル展示等の取組を実施します。 

(1) 商店街活性化事業の補助

ア 商店街集客イベントの広報

(ア) 広報よこはま区版７月号

・区商連運営の「テイクアウ

トと出前の青葉区！」を紹介

(イ) 広報よこはま区版 12月号

・商店街年末年始イベント

（予定）

イ 青葉区商店街連合会が実施す

るイベント等への補助金交付

(2) 中小企業地域活動支援事業

中小企業支援及び起業支援イ

ベント等 

ア 女性の起業支援イベント等の

開催（１～３月（予定））

イ 区内中小企業の紹介パネル展

示（３月（予定））

６ 自治会町内会支援事業 地域振興課 

地域の抱える課題を解決していくため、自治会・町内会を中心

とする地域団体と行政との連携を推進します。（事業費：

1,835） 

(1) 青葉区連合自治会長会定例会

自治会・町内会との連携強化のため、８月と 12月を除き

毎月情報提供を行います。 

・実施時期：８月及び 12 月を除く毎月

・実施場所：青葉区役所

(1) 青葉区連合自治会長会定例会

・実施時期：毎月

（８、12月除く） 

・実施場所：区役所

★ワクチンニュース等を全単会

長に郵送

★新型コロナ感染症関係の記者

発表資料等を全連合町内会長

に送付

29



令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(2) 自治会町内会長感謝会

日頃から地域社会の振興に多大な役割を果たし、市政・区

政に協力していただいている自治会・町内会長の労をねぎら

うため、自治会町内会長感謝会を開催します。 

・実施時期：３月

・実施場所：青葉区役所

(2) 自治会町内会長感謝会

・実施時期：３月（予定）

・実施場所：区役所

７ 広報・広聴事業 区政推進課、戸籍課 

区民の皆様に青葉区や横浜市の情報を提供するとともに、愛着

を持っていただけるような取組を、関係団体等と連携して実施し

ます。 

(1) ガイドマップ作成事業（事業費：1,596）

青葉区の行政情報、地域情報及び施設情報をわかりやすく

掲載したガイドマップを区民の皆様に提供します。 

ア 発行時期：10月

イ 発行部数：16,000 部

(2) 転入者向け情報提供事業（事業費:207）

区に転入された方などに地域における生活情報や防災マッ

プなどを提供するため、障害者就労施設にマップ等の封入業

務の委託を行います。 

部数：8,800 部 

(3) 区民会議（事業費：503）

広聴手段の一つである区民会議活動を支援します。

ア 区民会議ニュースの発行

（ア）発行時期：９月、３月

（イ）発行部数：10,500 部

イ 区民会議公開講座、区民のつどい 各１回開催

(4) マスコットキャラクター管理運用事業（事業費：301）

青葉区マスコットキャラクター「なしかちゃん」の活用に

より、区の PRを行います。 

ア 着ぐるみの貸出

イ イラストの提供

ウ イベント等でのグッズ配布

(2) 転入者向け情報提供事業

部数：４～８月 4,000 部

９～３月 4,800 部 

（予定） 

(3) 区民会議

第 13期解散総会

第 14期発足総会

開催日：４月 24 日
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青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(5) その他広報（事業費 1,260）＜新規＞

ア 区内鉄道駅に設置しているＰＲボックスの更新を行い

ます。

（ア）設置時期：３月 

（イ）設置台数：10 台 

イ 広報相談係で保有している写真を活用するために、デジ

タル化を行います。

８ 青葉区民まつり事業 地域振興課 

ふるさと意識の醸成と地域活動の促進を目的に、地域や団体間

での連携と情報共有が図られる区民参加型のまつりを会場の分散

化等も検討しながら開催します。（事業費：4,725） 

(1) 区民まつりの実施

・開 催 日：11 月３日（水･祝）

・実施内容：テーマに沿った展示や地元団体等による模擬

店、小中学生による演奏・演技、キャラクター

ショー等 

・参加団体：区内の学校、自治会・町内会、商店会、ボラン

ティア団体、民間企業等 

・開催場所：青葉区総合庁舎周辺（公会堂とスポーツセンタ

ーを除く）及びその他会場 

★青葉区民まつり運営委員会にて

開催中止を決定（７月 20 日発

表）

９ 地域スポーツ振興事業 地域振興課 

地域におけるスポーツ振興を担うスポーツ協会の活動を支援し

ます。また、新しい生活様式に即しつつ、区民の皆様の協力を得

て行う参加型スポーツイベントや東京 2020 オリンピック・パラ

リンピック競技大会の機運醸成を図るイベントの実施等、スポー

ツを通じた地域の繋がりの形成・活力ある地域作りの促進に努め

ます。 

(1) 区スポーツ協会支援事業（事業費：800）

区民の皆様が参加できる各種スポーツ大会・講習会の開催

や、生涯スポーツの振興に向けた活動を支援します。 

(2) スポーツ振興イベント（事業費：2,500）

区民参加型の地域イベントとして、地域住民・各団体との

協働により、新しい生活様式に即した区民マラソン大会を開

催します。 

(1) 区スポーツ協会支援事業

・青葉スポーツフェスタ及び青

葉スポーツ人の集い

  実施時期：２月（予定） 

(2) スポーツ振興イベント

・第８回青葉区民マラソン大会

★オンラインマラソン大会を実

施予定
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(3) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会機運醸

成（事業費：500）

パブリックビューイングを開催する等、大会開催の機運醸

成を図ります。 

(3) オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会機運醸成

★集客イベントは中止

４ 特色を生かして魅力を高めるまちづくり （予算）17,897 千円 

１ メディアによる広報事業 区政推進課 

青葉区を放送エリアとする、コミュニティＦＭラジオ（ＦＭサ

ルース 84.1ＭＨｚ）及びケーブルテレビ（iTSCOM）等を活用し、

区政情報・地域情報や防災情報の提供を行います。 

(1) コミュニティＦＭラジオ（事業費：2,397）

ア 広報番組

（ア）番組名  「あおバリューRadio」（20 分番組） 

（イ）放送回数 月～金曜日 各２回 

土・日曜日 各１回 

（ウ）番組内容 区政情報、イベント情報等 

イ 多言語放送

（ア）番組名  「あおバリューRadio(多言語版)」 

(５分番組) 

（イ）放送回数 月～金曜日 各１回 

（ウ）放送言語 英語、中国語、ハングル、スペイン語、 

やさしい日本語 

（エ）番組内容 区政情報、イベント情報等 

ウ 防災番組

（ア）番組名  「防災あおば」（５分番組） 

（イ）放送回数 月～金曜日 各１回 

（ウ）番組内容 避難場所、日頃の備え等の情報 

(2) ケーブルテレビ（事業費：2,652）

ア 番組名  「あおバリューＴＶ from 丘の横浜」 

（10分番組） 

イ 放映回数 iTSCOM 週２回

J:COM   週２回 

ウ 制作本数 年６本

(1）コミュニティＦＭラジオ

ア 広報番組「あおバリュー

Radio」

・行政情報の提供

区の運営方針など広報よこは

まに掲載されている情報等

イ 多言語放送「あおバリュー

Radio～多言語版～」

・多言語による情報提供

ウ 防災番組「防災あおば」

・防災情報の提供

災害への備え、消防団の紹介

等

(2) ケーブルテレビ

「あおバリューＴＶ from 丘

の横浜」 

・制作本数：２本

・テーマ：

「こどもの国の魅力」

「東急電鉄の車両工場に潜

入」 
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青 葉 区 
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(3) スマートフォンアプリを活用した情報発信(事業費：331) 

ＦＭサルースと連携して導入した青葉区総合アプリを活用

し、幅広い情報発信を行います。 

   ・発信情報 防災、子育て関連、感染症、区イベント情報 

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) スマートフォンアプリを活用

した情報発信 

 ・ダウンロード数：23,135 

        （７月末時点） 

・発信件数：61 件 

（内訳） 

災害・気象情報：36 件 

新型コロナ関係：12 件 

広報情報：８件 

イベント情報：４件 

防犯情報：１件 

 

２ 芸術文化振興事業 地域振興課、区政推進課 

 

区内の芸術活動の発表・鑑賞の場を提供することで、芸術・文

化を通じた交流を図り、青葉区への愛着を高めます。また、青葉

区の財産であるアート資産などの魅力を区内外に発信していきま

す。 

 

(1) 青葉区民芸術祭事業（事業費：2,680） 

年間を通じ、公募による作品展（絵画・書道・華道・文

芸・写真・美術工芸・茶道）と区内で活動する団体によるス

テージ発表（コーラスのつどい、音楽祭、芸能祭）を開催し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 青葉区民芸術祭事業 

・運営委員会 

実施時期：６月 23日 

 

ア 展示部門 

（ア）前期：華道、美術工芸、 

写真、茶席 

（イ）後期：絵画、文芸、書道 

会場：アートフォーラム 

あざみ野 

実施時期：12月１日～13 日 

 

イ ステージ部門 

（ア）青葉コーラスのつどい 

★中止 

（イ）音楽祭（音楽百景） 

・音楽祭 

会場：フィリアホール 

実施時期：１月 16日 

・その他演奏会 

実施時期：10月～１月 

（ウ）芸能祭 

会場：都筑公会堂 

実施時期：12月 19 日 
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青 葉 区 
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(2) 区民ホールコンサート事業（事業費：650）

第３水曜日のお昼に、区役所１階区民ホールにおいて、区

内在住の音楽家によるミニコンサートを実施します。 

 また、小学生～高校生を対象にしたジュニアフェスティバ

ルオーディションを行います。優秀者は、区民ホールで開催

するジュニアフェスティバルで演奏します。 

(3) シニアコンサート事業（事業費：400）

65 歳以上の音楽愛好家が出演者となり、コンサートを開

催します。 

(4) あおば美術公募展事業（事業費：1,050）

区民の皆様のさらなる創造意欲の向上や交流をめざし、

  市民協働による青葉区らしい美術公募展を開催します。 

(5) 郷土の歴史を未来に生かす事業（事業費：100）

地域の歴史文化に区民の皆様が触れる機会を提供し、未来に

引き継ぐため、歴史に関する講座や講演会等を実施します。 

(2) 区民ホールコンサート事業

「あおば音楽ひろば」

・区民ホールでミニコンサート

会場：区役所１階

実施時期：

  ６月 16 日 ピアノ 

来場者：125 人 

  ７月 21 日 ヴァイオリンと 

 ピアノ 

来場者：70人 

  ８月 4日・5日 

★中止

  ９月以降：毎月第３水曜日 

・ジュニアフェスティバルオー

ディション

会場：フィリアホール 

実施日：５月８日 

出演数：23 組 

(3) シニアコンサート事業

会場：フィリアホール

ア 第 33回コンサート

実施時期：９月 28日、29日

イ 音楽劇第２弾

実施時期：10月 30 日

ウ 第 34回コンサート

実施時期：３月８日、９日

(4) あおば美術公募展事業

会場：アートフォーラム

あざみ野 

実施時期：７月 10日～ 

７月 18日 

来場者数：2,105 人 

展示作品：144 点 

(5) 郷土の歴史を未来に生かす

事業

ア 地誌に見る青葉のあゆみ

歴史探訪講座 2021

実施時期：7月～12月全６回

会場：青葉区役所会議室・他

イ 歴史公開講演会

実施時期：11月(予定)

会場：青葉区役所会議室

ウ 歴史探訪講座

実施時期：２月(予定)

会場：青葉区役所会議室
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(6) AOBAデジタル・アートミュージアム（事業費：488）

ウェブサイトの運営及びアート作品・文化財を巡るツアー

を実施し、青葉区のアートの魅力を発信します。 

(6) AOBA デジタル・アートミュ

ージアム

ア ウェブサイトの運営

・「インフォメーション」の更

新（５回）

イ ツアー開催

★10月から１～２月へ延期

３ データ活用推進事業 総務課、区政推進課 

青葉区勢の現状・推移を統計データで明らかにした、青葉区統

計要覧「なるほどあおば2021」を発行します。また、公的データ

の利活用やオープンデータ化を推進することで、区民の利便性向

上及び業務の効率化を図ります。 

(1) 「なるほどあおば2021」の発行（事業費：305）

・掲載内容：データで見る青葉区（統計資料）

・発行時期：２月

(2) データ活用の推進（事業費：365）

統計要覧のデータをはじめ各種の公的なデータをオープン

データとして提供するとともに、データ活用に効果的なGIS

（地理情報システム）を取り扱うことのできる人材の育成を

図ります。 

・職員向けGIS講習の開催など

(1) 「なるほどあおば 2021」

発行方法：冊子から WEB に変更

発行時期：２月

(2) データ活用の推進

・GIS 操作研修

実施日：８月６日

参加人数：13人

４ 青葉ブランド事業 地域振興課 

青葉区が「住みつづけたい・住みたいまち」であり続けるため

に、区内の美味しいレストラン、和洋菓子、パンなどの店舗を区

内外に青葉区の魅力として発信します。 

引き続き、青葉ブランドの認知度向上につながる広報活動、認

定店舗同士の連携やイベント開催の支援を行います。（事業費：

1,075） 

(1) 広報活動

・広報よこはま区版：７月号

・パンフレット更新：３月

(予定) 

・認定店舗紹介パネル展示：

３月(予定) 

・雑誌等への記事掲載：調整中

(2) 認定店舗の連携支援

意見交換会・イベント

★実施時期：調整中
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

５ 青葉６大学連携事業 区政推進課 

青葉区にある６つの大学と連携し、知的、人的資源を相互に活

用することにより、まちの魅力を高めていきます。(事業費：

575) 

(1) 学長会議

・実施時期：６月

・実施回数：年１回

(2) インターンシップ

・実施回数：７月～８月

(3) 連携講座 ※各大学１回以上実施

ア 特別講座：統一テーマを定めて実施

イ 一般講座：各大学で実施

(1) 学長会議

・日時：６月４日

・場所：青葉区役所

★オンラインで開催

(2) インターンシップ

★中止

(3) 連携講座

ア 特別講座

・内容：「区民へのおすすめ講

座」

・実施日：11 月 28 日、12 月５

日

★オンラインで実施予定

イ 一般講座

各大学で主催している公開講

座等の広報協力 

・國學院大學「生きがい講座」

広報よこはま５月号掲載

・國學院大學「第６回地域交流

スポーツフェスティバル」

・日本体育大学「スポーツ・医

療・文化考シリーズ「身体・

教育・文化を考える。」第１

回身体～構造と機能・健康マ

ネージメント～」
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

６ まちづくり推進事業 区政推進課 

地域や関連機関の声を取り入れ、効果的に街の課題解決を図 

り、将来性のある街づくりを行います。 

(1) あおば街づくり連絡協議会（事業費：110）

区に関係する主要な事業者、団体、学校、メディア、各種

公共交通機関等の代表者が集まり、区内の街づくりに関する

情報や意見を交換します。 

・実施回数：年１回

(2) 青葉区まちのルールづくり連絡会（事業費：5）

区内の良好な住環境の維持・保全など地域主導のまちのル

ールづくりへの支援を進めるため、まちのルールづくり連絡

会を開催します。 

・実施時期：２月

(3) 特色を生かした区づくりの推進（事業費：2,500）

新たなニーズの把握や次回区民意識調査に向けた調査項目

の選定に必要な調査等を行います。 

また、「共助」により地域課題の解決を図るシェアリング

エコノミーについて、さらに認知度を向上させるため、セミ

ナー等を実施します。

・実施時期：４月～12月

(1) あおば街づくり連絡協議会

・実施時期：下半期

・対象：区内事業者等 48 団体

(3) 特色を生かした区づくりの

推進

★コロナ禍における生活様式の

変化に関する WEB アンケート

の集計結果を区 WEB サイトに

掲載

アンケート実施時期：５月 25 日

～６月 30 日

・シェアリングエコノミーセミ

ナーの開催

実施時期：下半期

７ 花と緑があふれる街事業 地域振興課 

花と緑があふれ潤いのある街づくりを進めるため、緑化ボラン 

ティア「あおば花と緑のサポーター」の活動を支援し、また、花

壇づくりの技術向上のため研修会を開催します。 

また、活動拠点やボランティア参加者の増加を図ります。 

・ボランティア支援・育成事業（事業費：1,019）

ア 活動拠点の植栽活動に対する花苗等の支援

実施回数：年２回

イ 育成・スキルアップのため研修会の開催

実施回数：年２回

・ボランティア支援・育成事業

ア 活動場所（植栽・花壇）への

花苗、肥料、器材支援

・実施時期：５～６月（24 団

体）、10～11 月（予

定） 

イ 研修会

・実施時期：10～２月（予定）

・実施内容：美しく魅せる植栽

方法、土壌づくりの基礎

37



令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

８ あおば地産地消の推進 区政推進課 

地産地消を推進するため、区庁舎での定期的な直売等により、

区民の皆様が青葉区内の農に触れる機会を創出します。また、あ

おば野菜のレシピ帖や地産地消マップを配布し、地産地消の魅力

を発信します。（事業費：500） 

(1) 青葉区産の農産物の直売「あおばマルシェ」の開催

・実施時期：通年

・実施回数：12 回（月１回）

・実施場所：区役所１階（区民ホール）

(2) ポイントカード「あおばマルシェクラブ」の配布及び景品

交換

・実施時期：通年

(3) 広報冊子の増刷

・配布部数：5,000 部

(1)「あおばマルシェ」

・実績：５回、延べ 15 店舗

９ 青葉環境エコ事業 区政推進課 

脱温暖化・省エネ行動の普及・啓発のための取組を行います。 

(1) あおばエコ講座（事業費：510）

ア 青葉エコ・スクール

区内の小学校及び放課後キッズクラブ等を対象にした出

前講座を実施します。 

・実施時期：通年

イ エコ・デイキャンプ

区内の小学生とその保護者を対象にしたエコイベントを

実施します。 

・実施時期：７～８月

ウ 区民向け講演会

身近な自然環境への関心や温暖化対策に対する意識など

を、さらに幅広く普及・啓発するための講演会を実施しま

す。 

・実施時期：10～11 月

(1) あおばエコ講座

ア 青葉エコ・スクール

・実施箇所：１箇所

イ エコ・デイキャンプ

・実施日：８月１日

・実施場所：横浜市くろがね

青少年野外活動 

センター 

・参加者数：子ども 14 人

大人 ４人 

ウ 区民向け講演会

・実施日：11月 14 日(予定)

・実施場所：区役所会議室
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令和３年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 執行状況 

 

(2) 青葉ミツバチプロジェクト（事業費：185）

大学と連携した「ミツバチプロジェクト」で、ミツバチを

きっかけに環境について学ぶ見学会を実施します。 

・実施時期：５～６月

(2) 青葉ミツバチプロジェクト

養蜂見学会及び講演会の開催

・実施日：６月６日

・参加者数：第１部 13 人

第２部 22 人 
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　令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響の長期化を見据え、コロナ禍に対応した

予算編成を行っており、区民の皆さまが真に必要とする施策・事業を柔軟に展開しています。

　しかしながら、ワクチン接種会場運営支援、及び新型コロナウイルス感染症の再拡大により、

やむを得ず中止や縮小となる事業があるため、その事業費を活用して、新たな感染症対策や

地域のニーズへの対応等を進めていきます。

自主企画事業費予算額

影響額

新型コロナウイルス感染症の影響があった主な事業 ▲ 6,670

１．イベントや啓発事業等の中止 ▲ 6,670

・区民まつりの中止

・オリパラ関連イベントの中止

・区民活動･健康づくり等の各種イベント等の中止

感染症対策、社会情勢の変化や地域ニーズに応じた柔軟な活用

１．感染症対策

・公立保育園における感染症予防対策としての自動水栓への交換

２．社会情勢の変化や地域のニーズへの対応

・子供の交通安全対策等の実施

令和３年度　個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）における
新型コロナウイルス感染症に係る影響額とその活用

105,417

▲ 6,670

（千円）
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「コロナ禍における生活様式の変化に関するWEBアンケート」の結果について

青葉区では、区内在住、在勤、在学の皆さまの生活が、コロナ禍でどのように変わっ
たのか、またその変化がもたらす影響についてアンケート調査を実施しましたので、
主な結果をご報告します。

実施期間：５月25日から６月30日まで 回答数：1,203
対象：青葉区在住、在勤、在学の方
回答方法：WEB回答(横浜市電子申請システム)

２ 新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で減ったこと／増えたことはありますか

【減ったこと上位10件】

【増えたこと上位10件】

減ったことは、外食、旅行、友人・知人との会話と、外出自粛の直接的な影響が上位となった。
また、増えたことについては、テレビ・インターネット視聴、家族と過ごす時間、ストレスが上
位となった。

１ 新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で悪くなった／良くなったことはありますか

悪くなったことについては、上位から目の疲れ、生活リズム、肩こりとなった。
良くなったことについては、ないと答えた人が最も多く、次いで家族との関係となった。
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【実践していること上位5件】

３ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実践していることは何ですか

【継続すべきと考えること上位5件】

５ 「感染症拡大防止のため実践している」 － 「収束後も継続すべきと考える」の差が
大きい項目 上位5件

差

会話をするときはマスクを着用する 49.9%

県境をまたいだ移動は控える 40.5%

レジに並ぶときは前後にスペースをとる 31.7%

「３密」（密集・密接・密閉）の回避 25.9%

身体的距離（最低１ｍ）の確保 20.0%

マスク着用をはじめ、手洗い・手指消毒、身体的距離の確保が浸透していることが分かっ
た。

手洗い・手指消毒については、コロナ禍収束後も継続すべきと考える人が多いことが分
かった。

「実践している」と「収束後も継続すべきと考える」の差が大きい項目は、コロナ禍だか
らこそ実施している項目であると考えられる。このため、マスク着用、県境をまたいだ移動
を控えること、身体的距離の確保などは、コロナ禍収束後はやめたい、またはやめてもよい
と考える人が多いものと考えられる。

４ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のうち、収束後も継続していくべきと
考えることは何ですか

７ 感染拡大前に比べて、重要性を意識するようになったものはありますか
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健康管理、家族が他の項目と比べて大幅に高い結果となった。

６ 今回の感染影響下において、新たに挑戦したり、取り組んだりしたことはありますか
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運動 ※区独自項目

本格的な趣味(芸術、料理等)

教育、学習(新しい分野、技術、語学等)

近隣の店舗や行楽地に行く ※区独自項目

ビジネス関係の勉強(資格取得等)

ビジネス(起業、副業、新商品開発)

青葉区調査結果 内閣府調査結果（全国）

【内閣府調査（※）との比較】

内閣府調査と比較して、オンラインでの発信や交流をはじめ、ほぼすべての項目で青葉区が内
閣府調査結果（全国）を上回った。（「特に挑戦したり取り組んだりしたことはない」という項
目のみ、内閣府調査結果が青葉区を上回った。）

※内閣府調査
「第3回新型コロナウイルス感
染症の影響下における生活意
識・行動の変化に関する調
査」
調査方法：インターネット
調査期間：R3/4/30~5/11
対象地域：全国




